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世
界
で
活
躍
で
き
る
人
と

地
域
を
支
え
る
人
づ
く
り

英
語
教
育
強
化
推
進
事
業
（
幼
小
中
高
連
携

に
よ
る
一
体
的
な
英
語
教
育
の
推
進
）

	

新 

規

３
７
，２
２
４
千
円

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育
を

進
め
る
た
め
、
市
内
の
小
中
学
校
に
英
語
指

導
助
手
を
配
置
し
、
英
語
教
育
の
充
実
と
学

習
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
英
語

の
検
定
試
験
に
か
か
る
費
用
を
一
部
負
担
し

ま
す
。

AET（英語指導助手）による英語教育

英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
流
推
進
事
業
（
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
英
語
教
育
の
推

進
）	

新 

規

３
，５
２
０
千
円

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育
を

推
進
す
る
た
め
、
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
に

国
際
交
流
員
を
派
遣
し
、
絵
本
や
歌
、
音
楽

を
通
し
て
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
ま

す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

	

新 

規

―
千
円

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、

友
部
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
す
。

子育て世代包括支援センター「みらい」
（友部保健センター内）

母
子
保
健
事
業
（
母
子
手
帳
交
付
・
母
子
健

診
・
相
談
・
家
庭
訪
問
・
親
子
教
室
）

	

５
９
，４
９
６
千
円

母
子
の
健
康
保
持
お
よ
び
増
進
の
た
め
、

妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
診
査
等
を
行
い

ま
す
。

特
定
不
妊
治
療
費
補
助
事
業
（
特
定
不
妊
治

療
お
よ
び
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
男
性

不
妊
治
療
）	
拡 
充

６
，０
０
０
千
円

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
特
定
不
妊
治

療
を
実
施
す
る
夫
婦
に
治
療
費
の
助
成
を
し

ま
す
。
今
年
度
は
、
男
性
の
不
妊
治
療
費
に

対
し
て
も
上
乗
せ
の
補
助
を
開
始
し
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
（
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
・
介

護
予
防
教
室
事
業
・
運
動
教
室
・
講
演
会
）

	

３
，８
５
１
千
円

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
介
護
リ
ス
ク
が
高
い
方
に
対
し
、
介
護

予
防
教
室
や
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
ス

ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
教
室
な
ど
の
介
護
予
防
を

行
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
モ
デ
ル
事
業
（
活

動
費
助
成
） 

新 

規

２
，４
０
０
千
円

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
行
政
区

や
子
ど
も
会
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
等
が
、
単
独

ま
た
は
連
携
し
て
実
施
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
モ
デ
ル
事
業
に
対
し
助
成
し
ま

す
。

担
い
手
対
策
強
化
促
進
事
業
（
認
定
農
業
者
・

集
落
営
農
組
織
育
成
支
援
、
青
年
就
農
者
支

援
） 

１
４
，６
７
３
千
円

農
業
後
継
者
が
技
術
習
得
す
る
た
め
の
研

修
経
費
の
一
部
や
、
新
規
就
農
者
の
住
宅
家

賃
相
当
額
を
助
成
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
推
進
事
業

（
企
画
・
運
営
） 

１
４
４
千
円

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
質
の
高
い
教
育
・

保
育
の
一
体
的
な
提
供
や
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
の
提
供
体
制
の
確
保
を
計
画
的
に

推
進
し
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
・
要
保
護
児
童
支
援
事
業

	

３
，１
１
８
千
円

養
育
困
難
な
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
育

児
、
し
つ
け
、
非
行
等
に
関
す
る
悩
み
に
つ

い
て
の
相
談
・
支
援
・
援
護
や
、
要
保
護
児

平
成
27
年
度

重
要
事
務
事
業
（
90
事
業
）
概
要

平
成
27
年
度 

重
要
事
務
事
業

笠
間
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
進
め
る
た
め
、
平
成
27
年
度
は
、「
人
・
街
・
モ
ノ
」

づ
く
り
の
3
点
を
重
点
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
」
と
い
う
課
題

へ
の
対
応
に
向
け
、
90
の
重
要
事
務
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

「
人
づ
く
り
」
で
は
子
育
て
環
境
の
向
上
を
含
め
た
中
で
、
教
育
再
生
を
テ
ー
マ
と
し
た
取

組
み
を
強
化
し
、
国
内
外
で
活
躍
で
き
る
人
材
、
高
齢
者
や
女
性
に
注
目
し
た
地
域
社
会
を

支
え
る
人
材
の
双
方
の
育
成
に
向
け
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

「
街
づ
く
り
」
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
友
部
、
岩
間
、
稲
田
の
3
駅
周

辺
を
整
備
区
と
し
た
「
駅
周
辺
の
活
性
化
」
と
観
光
交
流
拠
点
の
賑
わ
い
を
目
的
と
し
た
「
笠

間
稲
荷
周
辺
の
活
性
化
」
を
柱
と
し
て
、
地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
拠
点
整
備
を
行
い
、
持

続
可
能
な
市
街
地
の
形
成
を
目
指
し
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

「
モ
ノ
づ
く
り
」
で
は
地
域
経
済
力
を
高
め
る
た
め
、
観
光
業
や
地
場
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
、
地
域
内
で
生
産
か
ら
消
費
ま
で
行
わ
れ
る
域
内
で
循
環
す
る
事
業
の
創
出

と
い
っ
た
地
域
の
産
業
支
援
、
昨
年
新
設
し
た
市
独
自
の
企
業
誘
致
助
成
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た
企

業
誘
致
活
動
の
双
方
の
推
進
に
向
け
た
事
業
を
行
い
ま
す
。
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童
の
早
期
発
見
や
保
護
お
よ
び
児
童
ま
た
は

特
定
妊
婦
へ
の
適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

出
会
い
創
出
支
援
事
業

	

拡 

充

３
，２
２
４
千
円

笠
間
市
・
城
里
町
・
益
子
町
・
茂
木
町
広

域
連
携
に
よ
り
構
築
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

運
用
し
、
結
婚
に
向
け
た
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
健
康
づ
く
り
推
進

事
業	
１
，５
３
３
千
円

親
子
料
理
教
室
、
子
ど
も
料
理
教
室
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
「
食
」
の
経
験
を
通
じ
て
、「
食
」

に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習

得
し
、
健
全
な
食
生
活
の
実
践
や
、
心
身
の

健
康
増
進
に
寄
与
し
ま
す
。

が
ん
検
診
推
進
事
業
（
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・
胃
が
ん
）

	

１
１
，９
０
６
千
円

が
ん
の
予
防
お
よ
び
早
期
発
見
の
た
め
、

特
定
年
齢
の
対
象
者
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

配
布
し
、
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

健
康
増
進
事
業（
各
種
教
室
）（
糖
尿
病
予
防
・

慢
性
腎
臓
病
予
防
・
ス
リ
ム
ア
ッ
プ
・
健
康

体
操
・
女
子
力
ア
ッ
プ
）	

１
，６
０
２
千
円

健
康
意
識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
・
疾
病
予
防
・

健
康
増
進
を
図

る
た
め
、
専
門

医
師
に
よ
る
健

康
講
座
を
開
催

し
ま
す
。ま
た
、

生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
、
健

康
体
操
や
栄
養

教
室
な
ど
各
種

教
室
を
開
催
し

ま
す
。

各
種
検
診
推
進
事
業
（
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
） 

６
０
，０
４
９
千
円

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
疾
病
の
早
期
発
見

の
た
め
、
が
ん
検
診
等
の
健
康
診
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
健
診
事
業
（
特
定
健
診
・
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・
特
定
健
診
未
受
診

者
対
策
） 

拡 

充

８
３
，８
２
６
千
円

国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
・
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

医
療
福
祉
費
支
給
事
業
（
マ
ル
福
市
単
独
分
）

医
療
福
祉
費
自
己
負
担
金
助
成
事
業
（
外
来
・

入
院
時
）	

７
７
，６
４
３
千
円

医
療
費
の
負
担
を
一
層
軽
減
す
る
た
め
、

市
の
独
自
制
度
に
よ
り
中
学
3
年
生
ま
で
対

象
年
齢
の
拡
大
や
医
療
福
祉
費
受
給
認
定
者

が
医
療
機
関
等
へ
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
お

よ
び
入
院
時
の
食
事
療
養
費
を
助
成
し
ま

す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
（
自
立
支
援
相

談
業
務
・
住
居
確
保
給
付
金
支
給
）

	

拡 

充

１
４
，４
４
３
千
円

離
職
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
生
活
困
窮

者
等
へ
家
賃
相
当
額
の
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
相
談
支
援
員

や
就
労
支
援
員
等
を
配
置
し
て
相
談
体
制
を

強
化
し
、
情
報
提
供
・
助
言
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
で
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
を
支
援
し

ま
す
。

包
括
的
支
援
事
業
（
総
合
相
談
・
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
活
動
）

	

７
，０
４
５
千
円

介
護
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
も
、

可
能
な
限
り
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
総
合
的

な
相
談
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
支
援

計
画
を
た
て
、
適
切
な
生
活
支
援
を
行
い
ま

す
。

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

	

３
９
２
千
円

地
域
に
根
ざ
し
た
見
守
り
体
制
の
構
築
を

図
る
た
め
、
地
域
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
家
庭
訪
問
す
る
際
に
救
急
医
療
キ
ッ
ト
の

作
成
・
配
布
や
、
協
力
機
関
と
の
見
守
り
協

定
の
締
結
を
行
い
ま
す
。

障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

	

６
３
，０
８
４
千
円

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
重
度
身
体
障
害
者

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
事
業
な
ど
各
種
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
障
が
い
者
の
地
域
で
の
生
活
の
安
定

を
図
り
ま
す
。

定
住
化
促
進
事
業
（
首
都
圏
へ
の
Ｐ
Ｒ
）

	

２
０
６
千
円

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
を
改
善
す

る
た
め
、
首
都
圏
を
中
心
に
本
市
へ
の
移
住

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
笠
間
市
へ
の
定
住
化

を
促
進
し
ま
す
。

移住・交流＆地域おこしフェア

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

	

１
，０
３
６
千
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
か
し
た
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
主
防
災

組
織
を
結
成
す
る
地
域
へ
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
に
よ
り
結
成
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

民
間
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
・
啓
発
事
業

	

１
９
６
千
円

救
命
率
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
応
急
手

当
普
及
員
の
育
成
・
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

資
格
取
得
者
に
民
間
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
Ｋ
Ｈ
Ｓ
）
に
登
録
を
依
頼
し
、
救
命
講
習
会

等
で
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

学
力
向
上
支
援
事
業
（
非
常
勤
講
師
の
配
置
、

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
授
業
）

	

４
７
，９
５
７
千
円

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
、
本
市
が
独
自

に
雇
用
し
た「
授
業
支
援
講
師
」
を
配
置
し
、

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
授
業
や
習
熟

度
別
指
導
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
の
理
解
度
や
興
味
・
関
心
な
ど
の
個
人
差
を

考
慮
し
た
学
習
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

寺
子
屋
事
業	

６
，３
９
４
千
円

市
内
の
小
学
校
5
、
6
年
生
を
対
象
と
し

て
、
土
曜
日
に
学
び
の
機
会
を
提
供
し
、
学

力
と
学
習
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。寺子屋事業

（英語講師による授業）
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か
さ
ま
陶
芸
の
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

業	

７
，８
２
０
千
円

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
日
本
陸
上
競
技

連
盟
公
認
コ
ー
ス
）
の
実
施
に
よ
り
、「
健
康

都
市
か
さ
ま
」
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
参
加
者

の
健
康
増
進
、
体
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

県
下
中
学
校
交
歓
笠
間
市
駅
伝
大
会
事
業

	

１
，６
０
２
千
円

１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
中
学
生
対
象
の
駅
伝

大
会
の
実
施
に
よ
り
、
中
学
生
の
心
身
と
も

に
健
全
な
育
成
、
競
技
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
推
進
事
業

	

５
，８
９
５
千
円

陶
芸
を
通
し
て
子
ど
も
達
の
豊
か
な
感
性

を
養
い
、
自
由
な
想
像
力
を
発
揮
す
る
場
を

提
供
す
る
と
同
時
に
、「
陶
芸
の
里
か
さ
ま
」

を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

女
性
の
活
躍
応
援
事
業
（
潜
在
有
資
格
者
研

修
会
）	

新 

規

２
７
１
千
円

女
性
の
社
会
進
出
を
促
進
す
る
た
め
、
資

格
を
有
し
て
い
る
方
の
再
就
職
の
不
安
解
消

を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
事
業	

２
，９
５
２
千
円

市
民
活
動
に
対
し
て
新
た
な
価
値
を
付
加

し
て
流
通
さ
せ
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
よ

り
、
市
民
参
加
機
会
の
拡
充
や
新
た
な
人
材

を
発
掘
し
、
継
続
的
な
市
民
活
動
へ
の
支
援

を
行
い
、
市
民
活
動
の
や
り
が
い
や
楽
し
み

を
創
出
し
ま
す
。

持
続
し
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り

笠
間
稲
荷
門
前
通
り
整
備
事
業
（
道
路
景
観

整
備
）	

８
０
，７
６
０
千
円

笠
間
稲
荷
門
前
通
り
周
辺
の
賑
わ
い
を
創

出
す
る
た
め
、
歩
行
者
に
優
し
く
景
観
に
配

慮
し
た
道
路
を
整
備
し
、
地
域
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

笠間稲荷門前通り

笠
間
稲
荷
周
辺
ま
ち
づ
く
り
拠
点
整
備
事
業

（
旧
井
筒
屋
旅
館
改
修
と
周
辺
散
策
路
整
備

の
設
計
等
）	

拡 

充

６
６
，５
１
２
千
円

ま
ち
づ
く
り
交
流
拠
点
を
整
備
す
る
た

め
、
旧
井
筒
屋
旅
館
本
館
の
耐
震
化
に
向
け

た
基
礎
工
事
を
行
い
、
用
地
取
得
や
散
策
路

の
設
計
等
を
行
い
ま
す
。

笠
間
モ
デ
ル
創
出
事
業
（
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
・

シ
ェ
ア
タ
ウ
ン
構
想
）

	

新 

規

１
３
，４
２
４
千
円

人
口
減
少
・
少
子
化
・
高
齢
化
に
直
面
し

て
い
る
中
で
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
た

都
市
モ
デ
ル
の
構
築
を
図
る
た
め
、
笠
間
版

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
や
シ
ェ
ア
タ
ウ
ン
戦
略
を
推
進
し

ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
運
行
事
業
（
土

曜
日
試
験
運
行
）

	

拡 

充

６
７
，４
１
９
千
円

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
こ
と

で
、
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
や
、
交
通

弱
者
の
方
々
の
日
常
生
活
の
移
動
を
支
援
し

ま
す
。
今
年
度
は
、
土
曜
日
の
試
験
運
行
を

実
施
し
ま
す
。

デマンドタクシーかさま

安
居
工
業
地
域
整
備
推
進
事
業
（
協
議
会
の

発
足
、
基
盤
施
設
整
備
の
検
討
）

	

拡 

充

７
，０
３
６
千
円

安
居
工
業
地
域
の
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
地
権
者
説
明
会
、
促
進
協
議
会
の
設
立
、

基
盤
施
設
整
備
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

合
併
10
周
年
記
念
事
業
（
記
念
式
典
・
市
民

運
動
会
・
記
念
植
樹
）

	
新 
規

１
６
，５
８
１
千
円

新
笠
間
市
誕
生
10
周
年
を
記
念
し
た
式
典

や
市
民
総
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
か
さ

ま
市
民
運
動
会
」
の
開
催
、
記
念
植
樹
の
実

施
な
ど
の
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

稲
田
駅
周
辺
整
備
事
業
（
県
道
稲
田
停
車
場

線
歩
行
者
空
間
整
備
・
駅
前
広
場
整
備
）

	

拡 

充

５
６
，６
５
０
千
円

稲
田
地
区
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め
、
県
道

稲
田
停
車
場
線
（
稲
田
駅
前
道
路
区
間
）
の
歩

行
者
空
間
の
整
備
と
稲
田
駅
前
広
場
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

市
街
地
活
性
化
促
進
事
業
（
駅
周
辺
・
笠
間

稲
荷
周
辺
の
活
性
化
施
設
整
備
等
助
成
）

	

新 

規

３
０
，０
７
８
千
円

駅
周
辺
お
よ
び
笠
間
稲
荷
神
社
周
辺
の
活

性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
等
が

行
う
施
設
整
備
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

県
道
水
戸
岩
間
線
歩
行
者
空
間
整
備
事
業

	

新 

規

４
１
，２
０
０
千
円

歩
行
者
の
回
遊
性
を
向
上
す
る
た
め
、
県

道
水
戸
岩
間
線（
岩
間
駅
前
道
路
区
間
）の
歩

行
者
空
間
の
整
備
と
歩
行
者
の
憩
い
の
場
と

な
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

	

新 

規

２
０
，６
０
０
千
円

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
「
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
、
橋
梁
の
補
修
を

行
い
ま
す
。
今
年
度
は
東
原
橋
（
湯
崎
）
や
大

砂
橋
（
長
兎
路
）
の
舗
装
打
換
を
行
い
ま
す
。	

幹
線
道
路
整
備
事
業	

４
７
９
，６
９
１
千
円

市
内
幹
線
道
路
（
来
栖
本
戸
線
・
南
友
部

平
町
線
・
笠
間
小
原
線
・
市
道
（
友
）
2
級
5

号
線[

随
分
附]

・
岩
間
駅
東
大
通
り
線
［
延
伸

部
］）
等
を
整
備
し
、
交
通
利
便
性
を
高
め
、

地
域
の
一
体
化
や
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
、
早
期
完
成
を
目
指
し
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
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都
市
計
画
道
路
再
検
討
事
業

	

１
４
，５
７
２
千
円

都
市
計
画
決
定
後
、
未
着
手
と
な
っ
て
い

る
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、
現
在
の
社
会

情
勢
を
踏
ま
え
た
都
市
の
将
来
像
等
に
照
ら

し
合
わ
せ
、
計
画
の
継
続
、
変
更
、
廃
止
の

方
向
性
を
判
断
し
、
都
市
計
画
の
変
更
を
行

い
ま
す
。

恋
人
の
聖
地
関
連
整
備
事
業
（
北
山
公
園
再

整
備
・
吾
国
愛
宕
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
誘
導

サ
イ
ン
設
置
）

	

拡 

充

１
５
７
，０
５
９
千
円

北
山
公
園
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
や
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
の
再
整
備
を
し
ま
す
。
ま
た
、
吾

国
愛
宕
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
誘
導
サ
イ
ン

の
設
置
を
行
い
ま
す
。

吾国愛宕ハイキングコース「屏風岩」

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
・
施
設
整
備
事
業
（
友
部

小
ク
ラ
ブ
増
設
・
笠
間
小
ク
ラ
ブ
新
設
設
計
）

	

拡 

充

１
８
２
，４
９
０
千
円

市
内
全
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
を
し
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
増
に
伴
い
友

部
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
を
増
築
し
、
統
廃
合
に

伴
い
笠
間
小
学
校
に
仮
施
設
を
新
設
し
ま
す
。

児
童
館
運
営
事
業	

３
０
，９
２
７
千
円

児
童
に
健
全
な
遊
び
を
提
供
す
る
こ
と
で

心
身
の
健
康
を
増
進
し
、
情
緒
を
豊
か
に
す

る
施
設
と
し
て
、
児
童
館
の
運
営
を
指
定
管

理
者
に
よ
り
行
い
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
（
笠
間
地
区
整
備
）

	

拡 

充

９
９
３
，４
２
４
千
円

平
成
28
年
4
月
開
園
予
定
の
笠
間
地
区
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
建
設
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
（
稲
田
地
区
基
本
・

実
施
設
計
）	

新 

規

２
３
，５
７
９
千
円

平
成
29
年
4
月
開
園
予
定
の
稲
田
地
区
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
計
業
務
委
託

を
行
い
ま
す
。

健
康
都
市
づ
く
り
事
業
（
普
及
・
啓
発
）

	

２
８
７
千
円

「
健
康
都
市
か
さ
ま
」
宣
言
の
意
義
や
、
市

民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、

健
康
都
市
講
座
（
講
演
会
）
の
開
催
や
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
食
生
活
の
改
善
策
な
ど
の
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

か
さ
ま
地
域
医
療
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

（
筑
波
大
学
病
院
指
導
医
派
遣
・
研
修
生
受

入
）	

１
６
，０
０
０
千
円

地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師
の
養
成
と
地

域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
、
指
導
医
と
研

修
生
を
受
入
れ
、
理
想
的
な
地
域
医
療
教
育

を
実
践
し
ま
す
。

市
立
病
院
整
備
事
業
（
実
施
設
計
）

	

新 

規

４
８
，６
０
０
千
円

在
宅
医
療
に
対
応
で
き
る
医
療
体
制
を
確

保
す
る
た
め
、
建
物
が
老
朽
化
し
、
狭
あ
い

な
現
施
設
を
、
友
部
駅
北
側
の
市
有
地
へ
移

転
新
築
し
ま
す
。
平
成
30
年
4
月
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
、
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

平
日
夜
間
・
日
曜
初
期
救
急
診
療
事
業

	

１
８
，８
７
０
千
円

市
立
病
院
、
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
県
立

中
央
病
院
が
連
携
し
、
市
立
病
院
に
お
い
て

初
期
救
急
診
療
を
実
施
し
ま
す
。

介
護
健
診
ク
ラ
ウ
ド
運
営
事
業

	

１
０
，４
７
３
千
円

介
護
支
援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
介
護

認
定
情
報
・
見
守
り
支
援
情
報
・
救
急
医
療

情
報
な
ど
を
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
共

有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
ま
す
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
事
業
（
道
路
照
明
・

標
識
等
の
老
朽
度
調
査
）	

２
，０
６
０
千
円

戦
略
的
な
維
持
修
繕
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て

い
く
た
め
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
道
路
照

明
や
案
内
標
識
等
の
現
状
を
調
査
し
、
老
朽

箇
所
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

友
部
駅
周
辺
整
備
事
業

	

拡 

充

１
０
３
，２
０
０
千
円

市
道（
友
）１
１
７
５
号
線
・
１
１
９
５
号

線（
南
友
部
）
の
拡
幅
や
市
道（
友
）
1
級
6

号
線（
美
原
）の
浸
水
対
策
工
事
を
行
い
ま
す
。

狭
あ
い
道
路
整
備
促
進
事
業

	

新 

規

６
７
，１
８
４
千
円

狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整
備
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
市
道
（
友
）
３
２
０
６
号
線
（
旭

町
）
の
測
量
設
計
、
市
道
（
岩
）
西
２
７
７
号

線
（
大
網
）・
西
３
０
９
号
線
（
北
根
）
の
工

事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
道
（
笠
）
２
３
３
６
号
線
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ロ
ー
ド
）
整
備
事
業
（
歩
道
景
観
整
備
）

	

３
９
，１
４
０
千
円

観
光
拠
点
で
あ
る
笠
間
芸
術
の
森
公
園
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド

の
歩
道
の
景
観
整
備
を
行
い
ま
す
。

ギャラリーロード

芸
術
の
森
公
園
周
辺
景
観
整
備
事
業
（
北

ゲ
ー
ト
前
歩
道
お
よ
び
広
場
・
東
ゲ
ー
ト
前

広
場
）	

新 

規

１
６
，５
０
０
千
円

笠
間
芸
術
の
森
公
園
北
ゲ
ー
ト
前
の
歩
行

者
景
観
整
備
工
事
お
よ
び
広
場
整
備
工
事
と

東
ゲ
ー
ト
前
広
場
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

水
道
施
設
等
整
備
事
業
（
石
綿
管
更
新
・
鉛

製
給
水
管
解
消
等
）

	

１
８
７
，９
０
０
千
円

安
心
安
全
な
飲
料
水
の
供
給
を
実
施
す
る

た
め
、
石
綿
管
や
鉛
製
給
水
管
の
布
設
替
え

を
実
施
し
ま
す
。

下
水
道
長
寿
命
化
計
画
推
進
事
業
（
計
画
に

沿
っ
た
施
設
改
修
）

	

２
８
０
，０
０
０
千
円

下
水
道
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
「
浄
化

セ
ン
タ
ー
と
も
べ
」
の
中
央
監
視
装
置
お
よ

び
汚
水
浄
化
設
備
の
更
新
を
実
施
し
ま
す
。
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公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・
合
併
浄
化

槽
整
備
事
業

	

７
３
１
，３
０
４
千
円

公
共
下
水
道
施
設
と
農
業
集
落
排
水
施
設

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
環
境
保
全
へ
向

け
て
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
へ
の
接

続
を
推
進
し
、
事
業
区
域
外
に
お
い
て
は
単

独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

入
れ
替
え
を
促
進
し
ま
す
。

地
方
公
営
企
業
法
適
用
準
備
事
業
（
下
水
道

の
公
営
企
業
化
）

	

新 

規

１
０
，０
０
０
千
円

下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
化
に
向
け
て
、

今
年
度
は
法
適
化
基
本
方
針
の
検
討
を
行
い

ま
す
。

市
営
住
宅
長
寿
命
化
事
業
（
市
営
石
井
第
2

住
宅
修
繕
工
事
）	

１
８
，０
８
０
千
円

市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
今
年

度
は
市
営
石
井
第
2
住
宅（
姫
棟
）の
外
壁
塗

装
お
よ
び
手
す
り
の
設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

空
き
家
活
用
推
進
事
業
（
空
き
家
バ
ン
ク
、

空
き
家
活
用
支
援
助
成
）	

２
，４
０
０
千
円

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
て
空
き
家

の
利
用
希
望
者
に
対
し
て
情
報
提
供
を
し
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
活
用
支
援
補
助
に
よ
り
、

修
繕
費
や
購
入
費
、
家
賃
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

茨
城
消
防
救
急
無
線
・
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
（
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
）

	

１
１
５
，７
３
９
千
円

広
域
的
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
、
大
規

模
災
害
に
強
い
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
消

防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
を
行
い
ま

す
。

水槽付ポンプ自動車

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
助
成
事
業
（
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
助
成
）

	

１
５
，０
０
０
千
円

環
境
負
荷
の
少
な
い
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
利
用
を
図
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

空
き
家
等
の
適
正
管
理
事
業
（
老
朽
・
危
険

空
き
家
解
体
費
助
成
）	
３
，０
４
５
千
円

管
理
不
全
な
状
態
の
空
き
家
の
解
体
撤
去

工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
の
撤
去
を
促
進

し
ま
す
。

第
二
次
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業

	

６
，６
４
７
千
円

放
射
能
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
の
新
た

な
環
境
問
題
や
、
社
会
情
勢
と
環
境
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
、
現
計
画
（
平
成
20
年
度
～

平
成
29
年
度
）
を
見
直
し
、
環
境
保
全
に
関

す
る
長
期
的
な
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
計

画
を
改
定
し
ま
す
。

小
学
校
施
設
環
境
改
善
事
業
（
岩
間
第
一
小

校
舎
改
修
実
施
設
計
）

	

新 

規

７
，６
９
０
千
円

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
を
進
め
、
学
校

施
設
の
環
境
改
善
を
図
る
た
め
に
、今
年
度
は
、

岩
間
第
一
小
学
校
の
校
舎
外
壁
や
ト
イ
レ
な
ど

の
改
修
に
係
る
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

中
学
校
施
設
環
境
改
善
事
業
（
笠
間
中
武
道

場
新
設
実
施
設
計
）

	

新 

規

２
２
，３
９
６
千
円

充
実
し
た
環
境
の
中
で
柔
道
や
剣
道
な
ど

の
指
導
・
習
得
が
で
き
る
よ
う
に
、
平
成
28
年

度
完
成
を
目
指
し
て
、
笠
間
中
学
校
の
武
道

場
新
設
整
備
に
係
る
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

笠
間
公
民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
（
実
施
設

計
）	

新 

規

３
１
，５
６
９
千
円

昭
和
57
年
の
完
成
以
来
33
年
が
経
過
し
、

全
体
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
笠
間
公
民

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
改
修
の
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。

笠
間
城
跡
保
存
整
備
調
査
事
業

	

拡 

充

１
６
，６
７
９
千
円

市
指
定
史
跡
区
域
を
中
心
と
し
た
約
０
・

42
k㎡
に
つ
い
て
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
行

い
、
発
掘
調
査
や
縄
張
調
査
の
基
礎
と
な
る

地
形
測
量
図
を
作
成
し
ま
す
。

笠間城跡

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
（
友
部
地
区
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
・
岩
間
地
区
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
実
施
設
計
）

	

拡 

充

３
３
２
，５
２
８
千
円

市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
複
合
的
な
機
能

を
持
つ
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
友
部
地
区
、

岩
間
地
区
に
整
備
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
友

部
地
区
の
建
設
工
事
と
、
岩
間
地
区
の
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。

収
納
対
策
事
務
（
催
告
・
財
産
調
査
・
滞
納

処
分
）	

４
９
，６
５
６
千
円

自
主
財
源
や
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
納
付
催
告
、
財
産
調
査
、
差
押
え

や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
、
市
税
等

の
徴
収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
納

税
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
を
促
進
し
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
事
業

	

新 

規

１
４
，８
０
３
千
円

市
が
保
有
・
管
理
す
る
公
共
施
設
等
の
管

理
費
用
の
縮
減
と
平
準
化
を
図
る
た
め
に
、

笠
間
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

し
、
包
括
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を

構
築
し
ま
す
。

地
域
で
循
環
す
る
モ
ノ
づ
く
り

観
光
Ｐ
Ｒ
戦
略
事
業
（
旅
行
会
社
・
各
種
メ

デ
ィ
ア
へ
の
Ｐ
Ｒ
・
新
た
な
旅
行
商
品
開
発

促
進
）	

拡 

充

２
，９
１
０
千
円

通
年
滞
在
型
の
観
光
を
振
興
す
る
た
め
、

観
光
関
連
団
体
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
、
笠
間
の
知
名
度
の
ア
ッ
プ
と
新
規
観
光

客
の
増
大
を
図
り
ま
す
。
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地
場
産
業
支
援
事
業
（
笠
間
焼
振
興
）

	

６
，９
９
９
千
円

国
指
定
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
笠
間
焼
の
産

業
振
興
の
た
め
、
作
家
の
創
業
支
援
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
支
援
を
し
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
焼

協
同
組
合
が
実
施
す
る
新
商
品
の
開
発
、
陶

炎
祭
の
開
催
や
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
、
笠
間
焼
の

振
興
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

国指定伝統工芸品　笠間焼

地
場
農
産
物
Ｐ
Ｒ
事
業
（
ブ
ラ
ン
ド
化
、
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
大
学
と
の
連
携
）

	

拡 

充

１
０
，７
３
９
千
円

地
域
農
業
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
市
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
や
加
工
品

の
知
名
度
向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
首
都
圏
の
大
学
と

連
携
し
、
販
促
促
進
を
図
り
ま
す
。

企
業
誘
致
推
進
事
業
（
立
地
意
向
調
査
・
立

地
促
進
Ｐ
Ｒ
・
立
地
促
進
各
種
助
成
）

	

拡 

充

１
０
２
，８
５
８
千
円

企
業
立
地
の
意
向
調
査
や
立
地
促
進
Ｐ
Ｒ

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
規
立
地
企
業
へ

の
補
助
や
新
規
立
地
企
業
の
従
業
員
へ
の
家

賃
補
助
な
ど
各
種
助
成
を
行
う
こ
と
で
企
業

誘
致
を
図
り
ま
す
。

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

	

１
，５
５
１
千
円

筑
波
山
周
辺
地
域
の
6
市
等
で
連
携
し
、

地
質
・
自
然
環
境
・
歴
史
文
化
と
い
っ
た
地

域
資
源
を
活
か
し
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
取
組

を
推
進
し
、地
域
の
活
性
化
等
を
図
り
ま
す
。	

外
国
人
旅
行
者
受
入
事
業
（
ま
ち
な
か
ガ
イ

ド
シ
ス
テ
ム
の
多
言
語
化
）

	

拡 

充

５
，４
６
０
千
円

外
国
人
旅
行
者
が
快
適
に
滞
在
・
観
光
で

き
る
よ
う
に
、
受
入
体
制
を
整
え
ま
す
。
今

年
度
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
英
語
版
）
の
作
成

や
、「
か
さ
ま
ナ
ビ
ふ
る
ふ
る
」
の
英
語
対
応

等
を
進
め
ま
す
。

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
事

業
（
大
古
山
地
区
基
盤
整
備
）

	
２
４
，６
９
３
千
円

稲
田
大
古
山
地
区
に
お
い
て
、
農
地
の
生

産
力
向
上
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
図
る
た

め
、
区
画
整
理
や
農
業
用
用
排
水
路
等
の
基

盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

森
林
機
能
緊
急
回
復
整
備
事
業
（
森
林
整
備
）

	

３
０
，２
５
６
千
円

間
伐
が
必
要
と
さ
れ
る
森
林
の
整
備
を
行

う
た
め
、
間
伐
の
実
施
、
作
業
道
、
林
道
の

開
設
な
ど
を
行
い
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
の
回
復
と
環
境
改
善
を
図
り
ま
す
。

遊
休
農
地
活
用
緊
急
対
策
事
業
（
耕
作
放
棄

地
解
消
支
援
）	

７
，２
９
５
千
円

遊
休
農
地
を
解
消
し
、
国
土
の
有
効
利
用

と
改
廃
農
地
か
ら
優
良
農
地
へ
と
再
生
を
図

る
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

農
業
公
社
運
営
事
業

	

拡 

充

１
４
，４
９
７
千
円

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や
新
規
就
農
者
の

育
成
・
確
保
、
農
産
品
の
販
売
拡
大
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
を
実
施
す
る
農

業
公
社
を
支
援
し
ま
す
。

「かさまの粋（笠間ブランド）」認証品

商
店
街
活
性
化
事
業
（
商
工
会
補
助
・
市
内

周
遊
ア
ー
ト
の
ま
ち
め
ぐ
り
事
業
）

	

３
，９
２
８
千
円

商
業
を
中
心
と
し
た
市
街
地
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
商
店
街
と
連
携
し
た
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
る
商
工
会
へ
の
補
助
や
、
市

内
の
美
術
館
を
巡
る
「
ア
ー
ト
の
ま
ち
め
ぐ

り
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

企
業
活
動
促
進
事
業
（
地
元
企
業
活
用
促
進
）

	

拡 

充

６
，０
０
０
千
円

地
元
企
業
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
福

利
厚
生
施
設
を
整
備
し
た
企
業
や
、
市
民
を

新
規
に
雇
用
し
た
企
業
に
助
成
し
ま
す
。

買
い
物
弱
者
支
援
事
業

	

新 

規

４
７
３
千
円

日
常
の
買
い
物
が
不
便
に
な
っ
て
い
る
地

区
を
支
援
す
る
た
め
、
需
要
調
査
も
兼
ね
て

移
動
販
売
の
試
験
運
行
を
行
い
ま
す
。

地
元
雇
用
対
策
事
業
（
首
都
圏
大
学
・
女
性

向
け
面
接
相
談
会
）	

拡 

充

６
５
７
千
円

地
元
で
の
雇
用
者
を
獲
得
す
る
た
め
就
職

面
接
会
を
開
催
し
、
市
内
事
業
所
の
雇
用
促

進
を
支
援
し
ま
す
。

筑
波
海
軍
航
空
隊
展
示
運
営
事
業
（
筑
波
海

軍
航
空
隊
記
念
館
の
運
営
）

	

拡 

充

１
７
，２
２
７
千
円

平
成
25
年
12
月
の
開
館
以
来
多
く
の
方
が

来
場
し
て
い
る
筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
の

運
営
を
行
い
ま
す
。

筑波海軍航空隊記念館
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平
成
27
年
度
予
算

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
平
成
27
年
度
の
予
算
総
額
は
、

５
２
８
億
９
３
０
万
７
千
円
と
過
去
最
大
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

「
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
と
地
域
を
支
え
る
人

づ
く
り
」、「
持
続
し
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
街
づ
く

り
」、「
地
域
で
循
環
す
る
モ
ノ
づ
く
り
」
の
３

点
を
重
点
課
題
と
し
て
，
新
た
な
取
組
み
を
積

極
的
に
進
め
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
効
率
的

で
実
効
性
の
高
い
行
政
運
営
を
目
指
し
た
予
算

と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
を
は
じ

め
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を

財
源
と
し
て
、
福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な

ど
の
基
本
的
な
施
策
を
行
う
会
計
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

２
９
１
億
２
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
87
億
２
６
９
万

１
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
依
存
財
源
の
地

方
交
付
税
は
58
億
円
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て

は
40
億
３
，５
３
６
万
１
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
の
歳
入
に
つ
い
て
も
、
適
切
な

見
通
し
の
も
と
に
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
積
極
的
に
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

■
歳
出

　

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
経
費
の
節
減
に
努

め
、
各
種
施
策
に
効
果
的
な
予
算
配
分
を
行
い

ま
し
た
。

　

民
生
費
に
は
、
子
育
て
支
援
対
策
と
し

て
児
童
手
当
や
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
、

高
齢
者
の
福
祉
対
策
、
障
害
者
の
自
立
支

援
、
乳
幼
児
や
重
度
心
身
障
害
者
等
の
医

療
扶
助
、
生
活
保
護
な
ど
の
経
費
と
し
て
、

１
０
８
億
４
，６
４
５
万
３
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

土
木
費
に
は
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
道

路
の
維
持
補
修
工
事
費
や
市
内
幹
線
道
路

の
新
設
工
事
費
、
笠
間
芸
術
の
森
公
園
の

管
理
費
、
公
共
下
水
道
事
業
等
へ
の
繰
出

金
な
ど
31
億
６
，４
６
１
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

総
務
費
に
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

整
備
費
や
新
規
立
地
企
業
へ
の
支
援
事

業
費
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
の

運
行
経
費
、
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
民

間
事
業
者
等
支
援
事
業
費
な
ど
30
億
３
，

５
７
１
万
１
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳出予算性質別内訳

一般会計　291億2,000万円
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教育費 公債費 総務費 土木費 民生費

各小中学校や公
民館・図書館の
運営など

市債の元金・利
子の返済

税金の賦
ふ か

課、戸
籍や住民登録の
経費、広報紙の
発行など

市道の整備・補
修や公共下水道
の整備など

高齢者・障害者
福祉対策や医療
福祉など

34,664円 38,124円 38,696円 40,339円 138,260円
合計

371,192円

その他 議会費 商工費 農林水産業費 消防費 衛生費

諸支出金など 議会の運営など 商工業支援や観
光施設管理など

農林業振興支援
や農地の基盤整
備など

消防団や防災施
設の整備など

予防接種や各種
健診、ごみ処理
事業など

3,937円 3,619円 7,394円 12,888円 19,152円 34,119円

市民
一人当たりに
使われるお金

※ 平成27年2月28日
現在人口
　（住民基本台帳）　
　78,450人で算出

■企業会計

区　　　分 予　算　額
病　院　事　業 7億5,158万2千円

収 益 的 支 出 6億9,600万円
資 本 的 支 出 5,558万2千円

水　道　事　業 25億703万1千円
収 益 的 支 出 18億7,723万円
資 本 的 支 出 6億2,980万1千円

工業用水道事業 2,807万4千円
収 益 的 支 出 2,807万4千円
資 本 的 支 出 0円

企業会計合計 32億8,668万7千円

▲  企業会計は、事業から得る収益を主な財源として運営
していく会計のことです。本市では、病院事業、水道
事業及び工業用水道事業の3会計があります。

■特別会計

区　　　分 予　算　額
国 民 健 康 保 険 103億3,500万円
後 期 高 齢 者 医 療 6億9,700万円
介 護 保 険 60億8,400万円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 2,500万円
公 共 下 水 道 事 業 25億1,500万円
農 業 集 落 排 水 事 業 6億8,000万円
岩間駅東土地区画整理事業 6,662万円

特別会計合計 204億262万円

▲  特別会計は、国民健康保険や介護保険、公共下水道事
業など特定の事業を行う場合、それぞれの特定収入で
運営していく独立した会計のことです。

一 般 会 計

特 別 会 計

291億2,000万円

204億262万円

企 業 会 計

予 算 総 額

32億8,668万7千円

528億930万7千円
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～医科ー歯科ー薬科連携～

笠間市睡眠医療ネットワーク事業始動!

　健康の三要素は“栄養・運動・休養”ですが、休養に気を配っている人は多くありません。
近年脳の休養である睡眠が障害されると、日中の活動に影響するだけでなく、高血圧や肥満
など生活習慣病発症につながることが明らかになってきました。笠間市では、睡眠医療ネッ
トワークシステムを構築して、睡眠障害を早期に発見し、有効な治療を提供することによって、
笠間市民の健康生活維持・および生活習慣病予防対策を目指していきます。

笠間市睡眠医療ネットワーク体制

笠間市
一般医院
歯科診療所
薬局

県立こころの医療センター
睡眠医療センター

（平成27年4月オープン）

筑波大学
国際統合睡眠医科学
研究機構（IIIS）

県立中央病院
笠間市立病院
連携病院

笠間市民

市民の方への
広報活動

　早期発見
早期治療

講演会等により睡眠に
関する最先端の医療
情報の提供

睡眠障害患者の
専門的治療

早期発見
早期治療

　行政（笠間市健康増進課）が起点となって、①市民の方に広報活動を行い、②個々の医療施設（一般医院・歯科診療所・
薬局）並びに関連病院（県立中央病院・市立病院・連携病院）で、早期発見・早期治療を行います。③県立こころの医
療センター内に併設予定の睡眠医療センターでは、個々の医療施設に対する後方支援を行うとともに、睡眠障害患者の
専門的対応を行います。④また、筑波大学に新設された国際統合睡眠医科学研究機構（IIIS）とも提携して、市民の皆
さんに講演会等を通じて、睡眠に関する最先端の医療情報を提供します。

※	筑波大学【国際統合睡眠医科学研究機構（IIIS）】
　「睡眠をめぐる謎」に取り組み、そのメカニズムの解明や睡眠障害および関連する疾患を制御する方法の開発を研
究し、特に睡眠覚醒の神経科学においては世界トップレベルの研究者が集結しています。こころの医療センターと
の連携により、睡眠医学の発展に貢献することが期待されています。

「睡眠時無呼吸」早期診断早期治療プロジェクト 
～あなたの“いびき”は大丈夫ですか？～ 

　あなたは、“いびき”をかきませんか？あなたの周りにいびきをかく人はいませんか？	いびきは“睡眠時無呼吸”の初
期症状です。笠間市睡眠医療ネットワークでは、“睡眠時無呼吸”を早期に発見し、有効な治療を提供するシステムを
開始しました。	

　次の項目に該当するものがあれば、睡眠時無呼吸

症候群の可能性があります。

　笠間市内参加医療機関にご相談ください。 

□いびきをいつもかく　　　□夜トイレに何度も起きる
□睡眠中に呼吸が止まっていると指摘されたことがある
□いつも眠い、居眠りする　□仕事に集中できない
□起床時の頭痛

睡眠時無呼吸症候群のセルフチェック

笠 間 市 睡 眠 医 療
ネットワーク第1弾

ネットワークの輪
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医療機関名 住所 電話番号 検査方法
県立こころの医療センター 笠間市旭町654番地 0296-77-1151 PSG検査

県 立 中 央 病 院 笠間市鯉淵6528番地 0296-77-1121 簡易型ポリグラフ検査
PSG検査

笠 間 市 立 病 院 笠間市中央一丁目2番24号 0296-77-0034 簡易型ポリグラフ検査
石 本 病 院 笠間市石井2047番地 0296-72-4051 簡易型ポリグラフ検査
笠 間 耳 鼻 咽 喉 科 笠間市笠間1107番地4 0296-73-0111
神 里 医 院 笠間市笠間1256番地 0296-72-0177 簡易型ポリグラフ検査
河 村 医 院 笠間市笠間223番地 0296-72-2121 簡易型ポリグラフ検査
柳 橋 医 院 笠間市稲田755番地 0296-74-2302 簡易型ポリグラフ検査
梅 里 ク リ ニ ッ ク 笠間市下郷4468番地 0299-45-2002 簡易型ポリグラフ検査
本多内科循環器科医院 笠間市福島396番地 0299-37-8556 簡易型ポリグラフ検査
石 橋 内 科 医 院 笠間市鯉淵6268番地102 0296-71-3181 簡易型ポリグラフ検査
立 川 記 念 病 院 笠間市八雲二丁目12番14号 0296-77-7211 簡易型ポリグラフ検査
友部セントラルクリニック 笠間市鯉淵6679番地11 0296-73-4110 簡易型ポリグラフ検査
常 陸 ク リ ニ ッ ク 笠間市旭町472番地1 0296-78-5911 簡易型ポリグラフ検査

＜笠間市内参加医療機関一覧＞

PSG検査（終夜睡眠ポリグラフィー検査）とは
　睡眠時無呼吸症候群の精密検査で、病院で一晩就寝し、
脳波や筋電図、心電図、胸腹部の動き、血中酸素飽和度
などの測定センサーを体に装着して行うもので、痛みは
ありません。

簡易型ポリグラフ検査とは
　自宅で行う簡易検査で、睡眠中における鼻での呼気や口の
呼吸（吸気）の流れ、いびきや気道を通る空気の音、酸素濃
度を記録し、データを解析することによって、無呼吸や低酸
素が睡眠中に起こっていないかどうかを調べるものです。

【問合せ】健康増進課（友部保健センター内）℡0296-77-9145

【笠間地区】※○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みになります。

【友部・岩間地区】※○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みになります。

5月2日（土） 3日（日）
憲法記念日

4日（月）
みどりの日

5日（火）
こどもの日

6日（水）
振替休日

可燃ごみ収集 ○ 休み
7日（木）へ

休み
8日（金）へ

休み
9日（土）へ

不燃ごみ・資源物収集 ○ 休み
11日（月）へ

休み
12日（火）へ

休み
13日（水）へ

家庭ごみ持込 ○

事業系ごみ持込 ○ 休み 休み 休み

し尿汲み取り・
浄化槽清掃 休み 休み 休み

・�4日（月）～6日（水）のごみ収集は休みとなります。可燃ごみの翌日の振替収集は行いませんので、4日分は7日に、5日
分は8日に、6日分は9日に可燃ごみを出してください。
・不燃ごみおよび資源物回収は、翌週の同じ曜日に振替収集を行います。
・し尿汲み取り・浄化槽清掃については、通常どおり土曜日・日曜日・祝日は休みとなります。

5月2日（土） 3日（日）
憲法記念日

4日（月）
みどりの日

5日（火）
こどもの日

6日（水）
振替休日

ごみ収集 ○ ○ ○

ごみ持込 ○ ○ ○

し尿汲み取り・
浄化槽清掃 休み 休み 休み

・ごみ収集・ごみ持ち込みのどちらも通常どおりとなります。
・し尿汲み取り・浄化槽清掃については、通常どおり土曜日・日曜日・祝日は休みとなります。

【問合せ】環境保全課（内線127）

ゴールデンウィークのごみ収集、し尿汲み取り・浄化槽清掃日程
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（1）耕作放棄地解消・担い手への農地集積事業 
　	農地の出し手や担い手への啓発、集積に向けた周
辺農地の調整、地域座談会の開催など地域におけ
る話し合いの促進、遊休農地解消の支援制度の周
知など	

（2）担い手・営農団体育成事業 
　	営農団体等の法人化支援、農業経営の安定化と
技術の向上に向けた研修会等の開催などの農業
者支援	

（3）農産物販売・特産物研究開発事業 
　	インターネット等を活用したかさまの粋ブランド
のＰＲおよび販売、笠間の栗や野菜のブランド確
立および販売促進、加工品の研究・開発	

（4）農作業支援事業	
　	農繁期の作業助手や軽作業の人手などの人材の育
成や派遣	

（5）グリーンツーリズム推進事業
　	市の地域資源等をＰＲし都市住民との交流促進、
市民農園や体験農園の運営と支援

農業公社とは
　一般財団法人笠間市農業公社は、笠間市の出資により昨年12月1日に設立
しました。役員については、笠間市長を理事長とし、地元ＪＡや農業関係法人代表、中小企業診断士、大学教授、
ＩＴ関連企業代表、農業専門学校代表などの方々が理事や評議員として公社運営にあたります。
　特に高齢化が進んでいる地域農業の担い手の確保と、農産物の販路拡大を重点的に取り組みます。運営体
制を整備し、中期的な目標を定め、農業者と消費者を結ぶ組織として、また、地域の農業を守り育てる役割
を担う団体として農業者の所得向上を目指します。

　笠間市農業公社のＰＲと市民や農業者の皆さんに、より親しんでもらえる農業公社になるよう「愛称」と「ロ
ゴマーク」を募集します。採用作品は、ホームページや記章、印刷物などに使用させていただきます。
ア．「愛　　　称」　ひらがな・カタカナ・漢字は問いません。短く、簡潔に表現したもの。
イ．「ロゴマーク」　手書き・パソコン使用は問いません。※作品の規格	A4	サイズ程度

（1）応募資格　市内在住・在学・在勤の方
（2）応募期間　4	月10	日（金）～	5	月15	日（金）
（3）採用作品の決定　別に定める審査基準により審査会で決定
（4）入賞作品の種類　愛称・ロゴマークとも最優秀（採用作品）1点、優秀2点
（5）賞　　品　笠間市産の『旬』の農産物（米・豚肉・野菜など）を贈呈
（6）応募方法　住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、持参・郵送・FAX・メールでご応募ください。
　　※詳細については、笠間市農業公社のホームページをご覧ください。
　　　ホームページアドレス▶http://www.kasama-aguri.jp/

農業公社の「愛称」および「ロゴマーク」を募集します！

「笠間市農業公社」は
がんばる農業者を支援をします！

【問合せ】 一般財団法人笠間市農業公社 〒309-1792	笠間市中央三丁目2番1号（旧教育委員会プレハブ庁舎）
TEL	0296-77-1101	（内線531）　直通0296-73-6439　FAX	0296-73-6438
E-mail▶info@kasama-aguri.jp

生き活き菜園はなさか　イモ掘りほたるの里づくり

どんなことを行うの？

※事業等についてのご相談、ご提案は気軽にお申し出ください。
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特別児童扶養手当
　身体または精神に障がいのある20歳未満の児童を家庭
で養育している保護者に支給します｡
○対 象 者…		身体障害者手帳（1．2．3級）および4級（下

肢障害）または療育手帳 、Ａ、Ｂ程度の
方および同程度の精神障がいのある方

○手 当 額…	1人につき月額　1級（重度）	51,100円
	 　　　　　　　　2級（中度）34,030円
○支給方法…		年3回（4月期・8月期・12月期）指定銀行口

座に振込となります｡
○支給制限…	前年の所得が一定額以上の場合
　　　　　　	児童が障がいによる公的年金を受けた場合
○手　　続…		認定請求書、戸籍謄本、住民票（世帯全員）、

診断書、手帳、印鑑

特別障害者手当
　身体または精神の障がいにより重度または重複してい
るなどのため、日常生活において常に特別の介護を必要
とする20歳以上の方に支給します。
○対 象 者…		身体障害者手帳1級、療育手帳 程度の方

で重複した障がいをお持ちの方
○手 当 額…	月額　26,620円
○支給方法…		年4回（2月・5月・8月・11月）指定銀行口

座に振込となります。
○支給制限…	前年の所得が一定額以上の場合
　　	 福祉施設等へ入所している場合
	 病院等に3か月を超えて入院している場合
○手　　続…	手帳、診断書（特別障害者手当用）、印鑑

障害児福祉手当
　身体または精神に重い障がいがあるため、日常生活にお
いて常に介護を必要とする20歳未満の方に支給されます｡
○対　　象…	身体障害者手帳1級、療育手帳 程度の方
○手 当 額…	月額　14,480円
○支給方法…		年4回（2月・5月・8月・11月）指定銀行口

座に振込となります。
○支給制限…保護者の前年の所得が一定額以上の場合
	 児童が障がいによる公的年金を受けた場合
	 福祉施設等へ入所している場合
○手　　続…	手帳、診断書、印鑑

笠間市在宅心身障害児福祉手当
　笠間市に居住する20歳未満の心身に重度の障がいのあ
る児童と同居・養育している方に対して支給します｡
○手 当 額…		月額　3,000円
	 	（身体障害者手帳1級・2級、療育手帳 ・Ａ・

特別児童扶養手当1級・精神障害者保健福
祉手帳1級）　

	 月額　1,500円
	 	（身体障害者手帳3級・療育手帳Ｂ・特別児

童扶養手当2級）
○支給方法…		年2回（3月・9月）指定銀行口座に振込とな

ります。
○支給制限…		障害児福祉手当を受けている場合、福祉施

設等に入所している場合、前年の所得が一
定額以上の場合は支給されません。

○手　　続…	手帳、印鑑

難病患者見舞金
　難病疾患の方の心身の安定のために見舞金を支給し
ます。
○対 象 者…		笠間市に住所があり、茨城県が実施する難

病患者に対する医療等に関する法律に基づ
く医療給付を受けている方

	 	（病名等、詳しくは社会福祉課までお問い
合わせください。）

○手 当 額…	月額　3,000円
○支給方法…		年2回（3月・9月）指定銀行口座に振込にな

ります。
○手　　続…		指定難病特定医療費受給者証の写し、印鑑

障害者扶養共済制度
　障がい児（者）の将来に対し､ 保護者の抱く不安の軽減
を図ることを目的とし、保護者が毎月掛金を納入して、
保護者に万一のことがあった場合に残された障がい児
（者）に終身一定額の年金を支給する制度です｡
○対 象 者…		1～3級の身体障害者手帳、精神障害者保健

福祉手帳または療育手帳を所持する児・者
の保護者（父母、配偶者、兄弟姉妹､ 祖父
母､ その他の親族など）で県内に住所があ
り特別の疾病や障がいを持たない4月1日現
在65歳未満の方（精神疾患､ 難病を含む）

○掛　　金…		保護者の加入時の年齢により9,300円～
23,300円まで7段階に分かれています｡

○年　　金…		1口加入の方　月額20,000円
	 2口加入の方　月額40,000円
　　　　　　	また、障がい児（者）が死亡した場合は､ 弔

慰金が支給されます｡
○手　　続…		加入等申込書､ 住民票謄本、申込者告知書、

障がいの種類・程度を証明する書類（身体
障害者手帳、療育手帳等）、年金管理者指
定届書（障がいのある方が年金を管理する
ことが困難な場合）、印鑑

障害関係各種手当 障がいのある方が地域で自立した生活をしていくため，経済的
負担を少しでも軽減できるように次のような手当があります。

※手当は、申請により支給されますので、新たに該当される方は、窓口までお問い合わせください。

【問合せおよび申請先】 社会福祉課（内線156）・笠間支所　福祉課（内線72132）
 岩間支所　福祉課（内線73173）
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笠間市まちづくり市民活動助成事業 を募集します
市民活動団体の提案事業に対する補助事業

応募資格
　助成の対象となる団体は、次の各号のすべての要件を満たすものとします。
（1）	営利を目的とせず、不特定かつ多数のものの利益の増進に寄与することを目的とする活動を行うもの
（2）	前号の活動を自主的に行い、継続して行う見込みがあるもの
（3）	活動拠点が市内にあり、地域に根ざした活動を行うもの
（4）5人以上の構成員がいるもの
	 ※	ただし、宗教活動、政治活動若しくは選挙活動を行う団体については、助成の対象としません。

対象となる事業
　次のいずれかに該当し、交付決定後、おおむね平成27年6月から平成28年3月までに実施する事業
（1）	自立促進事業：市民活動団体の設立や法人化するなど、市民活動団体の自立をめざす事業
（2）	地域活性化事業：さまざまな課題の自主的な解決や、地域間交流、地域資源を活用したまちづくり事業

審査基準
　まちづくり市民活動助成金審査会で、別に定める審査項目（6項目）により、書類審査（1次）および、申請団体
の代表者から直接プレゼンテーション（2次：5月21日（木）公開）をしていただき決定します。

応募の手続き
　笠間市まちづくり市民活動助成事業希望調書、団体説明書、活動写真等を5月13日（水）までに
市民活動課へ提出してください。

採択件数
　自立促進事業2件以内、地域活性化事業4件以内を基準とし、予算の範囲内で決定します。

　地域の特性を活かし、市民活動の活性化を図ることを目的に、市民自らがまちづくりの主体として活動していく
ために必要な経費に対して助成金を交付します。

助成金の額

事業区分 年度区分 補助率等 助成限度額
自立促進事業 単年度 必要な経費（1団体1回限り） 10万円

地
域
活
性
化

事

業

単年度助成希望事業 単年度
必要な経費のうち、事業費の3分の
2以内の額または30万円

30万円
2年継続助成希望事業 2か年 45万円（2か年の合計額）
3年継続助成希望事業 3か年 60万円（3か年の合計額）

※原則　千円未満切捨て

【問合せ】市民活動課（内線132）

協働事業などの実施に向けての相談枠を新設
　NPO法人等との協働事業を推進するために、事業実施に向けての相談を受け付けます。
　次年度以降に実施を予定している事業について、関係機関の紹介や連携、協働事業として実施する場合の役割
分担、他の助成制度等の紹介、市との共催・
後援の決定などの事前協議を実施することで、
円滑な事業展開を支援します。
　相談は随時受け付けますが、必要書類に
ついては同様に作成し、電話等による事前予
約をお願いします。

岩間地区拓本史料集発刊事業 かさまトレイルラン大会
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団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

飯い
い
じ
ま島

　
勇い

さ
む

さ
ん

　

教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
学
校
教
育

お
よ
び
教
育
行
政
の
充
実
振
興
に
取
り
組

み
、
市
の
教
育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

粟あ
わ
や屋

　
保や

す
お男
さ
ん

　

長
年
に
わ
た
り
、
笠
間
市
嘱
託
医
お
よ

び
学
校
嘱
託
医
と
し
て
市
民
の
健
康
管
理

や
保
健
予
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

菱ひ
し
ぬ
ま沼

　
征ま

さ
い
ち一
さ
ん

　

長
年
に
わ
た
り
、
笠
間
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
専
門
分
野
で
あ
る
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
中
心
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

お
よ
び
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

故
　
小こ

に
し西

　
健け

ん
い
ち一
さ
ん

　

長
年
に
わ
た
り
、
笠
間
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
専
門
分
野
で
あ
る
野
球
を

中
心
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
お
よ
び
推

進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

井い
の
う
え上

　
英ひ

で
き基
さ
ん

　

第
23
回
日
本
陶
芸
展
に
お
い
て
、
初
出

品
の
「
碧へ
き
さ
い
ば
ち

彩
鉢
」
が
最
高
賞
に
あ
た
る
大
賞

を
受
賞
。
本
県
に
お
い
て
は
、
人
間
国
宝

で
あ
る
松
井
康
成
氏
以
来
2
人
目
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

根ね
も
と本

　
め
ぐ
み
さ
ん

　

第
83
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
ホ
ル

ン
部
門
に
お
い
て
第
3
位
に
入
賞
す
る
と

と
も
に
、
岩
谷
賞
（
聴
衆
賞
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
ホ
ル
ン
部
門
は
3
年
ご
と
に
開

催
さ
れ
、
１
１
１
名
の
応
募
者
か
ら
5
名

が
本
選
に
進
み
ま
し
た
。

飯い
い
じ
ま島

　
陸り

く
と斗
さ
ん

　

愛
知
県
瑞
穂
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

た
第
8
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
男
子
８
０
０
ｍ
に
出
場
し
、
大
会
新

記
録
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

笠
間
市
岩
間
環
境
美
化
推
進
協
議
会

（
代
表
　
甲か

い斐
　
美み

と
し敏
さ
ん
）

　

長
年
に
わ
た
る
環
境
に
関
す
る
啓
発
活

動
や
環
境
美
化
活
動
が
特
に
顕
著
な
団
体

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
茨
城
県
知
事
表
彰

（
環
境
保
全
功
労
者
「
環
境
美
化
部
門
」
表

彰
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

岩
間
上
郷
地
域
ホ
タ
ル
増
や
そ
う
か
い

（
代
表
　
鈴す

ず
き木

　
裕ひ

ろ
し士
さ
ん
）

　

農
村
環
境
保
全
管
理
を
目
的
と
し
、
農

道
や
水
路
、
た
め
池
や
そ
の
周
辺
の
草
刈

り
、
農
業
施
設
の
補
修
管
理
、
生
態
系
の

保
全
活
動
な
ど
を
農
業
従
事
者
だ
け
で
な

く
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
県
知
事
表
彰
（
茨
城

県
美
し
い
水み
ど
り
土
里
づ
く
り
優
良
活
動
表
彰
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。	

笠
間
市
赤
十
字
奉
仕
団
岩
間
分
団

（
代
表
　
佐さ

と
う藤

　
喜き

よ

こ
代
子
さ
ん
）

　

長
年
に
わ
た
る
道
路
の
美
化
活
動
が
特

に
顕
著
な
団
体
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
平

成
26
年
8
月
に
国
土
交
通
大
臣
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

土
師
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
塾

（
代
表
　
中な

か
さ
と里

　
節せ

つ
お男
さ
ん
）

　

長
年
に
わ
た
る
道
路
の
美
化
活
動
が
特

に
顕
著
な
団
体
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
平

成
26
年
8
月
に
国
土
交
通
大
臣
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

笠
間
市
立
友
部
小
学
校

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
部

（
代
表
　
二ふ

た
か
わ川

　
泰や

す
は
る治
さ
ん
）

　

仙
台
市
で
開
か
れ
た
（
一
社
）
日
本
ゴ
ル

フ
ツ
ア
ー
機
構
主
催
の
第
12
回
ス
ナ
ッ
グ

ゴ
ル
フ
対
抗
戦
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
カ
ッ
プ
全
国
大

会
に
お
い
て
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

笠
間
市
立
岩
間
第
三
小
学
校

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
部

（
代
表
　
大お

お
か
わ川

　
正ま

さ
ひ
ろ浩

さ
ん
）

　

仙
台
市
で
開
か
れ
た
（
一
社
）
日
本
ゴ
ル

フ
ツ
ア
ー
機
構
主
催
の
第
12
回
ス
ナ
ッ
グ

ゴ
ル
フ
対
抗
戦
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
カ
ッ
プ
全
国
大

会
に
お
い
て
第
3
位
に
入
る
活
躍
を
さ
れ

ま
し
た
。

自
治
功
労
表
彰

一
般
表
彰

平
成
26
年
度 

笠
間
市
表
彰

表彰された皆さん
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KASAMA  CI TY  TOPICS ま ち の 話 題 

　3月4日（水）、いなだ保育所で「子ども茶道教室」（最終回）が開催されました。
この教室は、幼児期から心の落ち着きや集中力を高めることを目的として、稲田公民館で活動をしている団体の
代表 村

むらかみ

上 和
か ず こ

子さんを講師に迎え、同じ敷地内にある公民館と保育所が連携
して開催しています。
　教室は年6回行われ、最終回は、保護者を招待して1年間の成果を披露し
ています。
　開始当初は、なれない茶道にとまどいを見せていた子どもたちでしたが、
回を重ねるにつれ、徐々に長時間の正座やお茶のお手前も上手にできるよう
になりました。村上さんは、「子どもたちの日々の成長に驚き、感動しました」
と話していました。

地域の教育力を活かし「礼儀作法」を学ぶ

真剣にお手前

　養豚家の柏
かしわい

井一
か ず と

斗さん（橋爪）が「平成26年度茨城県農業青年プロジェクト
実績発表会」で最優秀賞を、同時に県議会議長賞ならびに県立農業大学校の学
生が選ぶ若竹賞を受賞されました。
　また、平成25年度の同発表会でも県代表となり、今年の3月3日（火）～4
日（水）に行われた「第54回全国青年農業者会議」で農林水産省経営局長賞を
受賞されたことから、県大会において栄えある2年連続の受賞となりました。
　柏井さんは、四季折々の旬な食材を食べて育った新しいブランド豚「四季豚」
を開発し、その功績が認められました。

農業青年プロジェクトで最優秀賞

柏井さん（右）と山口市長

　茨城県国際化推進奨励賞とは、茨城県の国際交流、国際化を推進するために顕著な功績のあった個人および団
体に対し授与される賞で、昭和61年に創設されました。
　（一社）笠間市国際交流協会は、笠間市と共に、ドイツ・ラー
市や各国の大使館と芸術や観光などの地域資源を活用した各
種事業を積極的に行い、海外からの研修生の受入、地域の歴史
伝統文化の案内、在住外国人の生活支援などを継続的に実施し
ています。これらの功績が認められ、2月5日（木）に表彰を受
けました。受賞した部門は、芸術、文化またはスポーツ交流を
通じ、茨城県と外国との国際交流に貢献する団体や個人に与え
られる「国際交流・協力部門」です。

（一社）笠間市国際交流協会が茨城県国際化推進奨励賞受賞！

受賞者の皆さん

　このたび宍戸小学校が「早寝・早起き・朝ごはん・テレビを消して夕ごはん」運動で、
文部科学大臣表彰を受賞しました。この運動は、学校と家庭とが連携しながら、児
童の健やかな身体をつくるため、基本的生活習慣の定着を目標に定め取り組んでい
るものです。主な活動内容として、保健だより等を活用し、この運動について各家
庭へ周知するとともに、親子で生活習慣を自己評価する「生活リズムカレンダー」に
取り組み、家族でふれあいの時間をつくりました。また、10月10日の目の愛護デー
にあわせて、生活を振り返る「ノーテレビ・ノーゲームチャレンジ３日間」を実施し
たり、市の栄養教諭による食育指導を月に1回取り入れたりしました。
　これらの取組みにより、子どもたち自身が健康の保持増進を意識した生活がで
きるようになり、前年度に比べ今年度は欠席する児童が減少するなどの成果が出
ています。学校では、健やかな児童の育成のため、これからも運動を継続してい
くとのことです。
　受賞おめでとうございます。

宍戸小学校が文部科学大臣表彰を受賞

日頃の取組みの成果
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　組織機構の改編と新庁舎の完成により、各課等の配置が一部変更になりました。新庁舎の1階に教育委員会（学
務課・生涯学習課・スポーツ振興課）が配置され、これまで教育委員会が配置されていたプレハブ庁舎に、地域
包括支援センター・体育協会・農業公社が配置されました。
　また、企画政策課（企業誘致推進室を含む）・まちづくり推進課・資産経営課の配置が変更になり、既存庁舎１
階に収税課が設置されました。

笠間市役所本所　庁舎案内図

平成27年　広報かさま4月号（vol.109） 18



社
会
人
～
が
ん
ば
る
企
業
応
援
連
絡
会
～

20
No.

【問合せ】まちづくり推進課（内線537）

協力隊最終年度の始まり
　今年度で協力隊としては最終年となる島田です。早いもので、笠間で暮らし始めて3年目の春を迎えます。
任期後のことは今年次第。思い残すことがないようにやりたいこと・やるべきことをがんばりたいと思います。
　平成26年度後半は、六本木ヒルズで開催されたイベント「地域おこし協力隊フェア」で福

ふくれ

来みかん七色（唐
辛子）を使用したパンの販売や空き家活用のための準備を進めていま
した。
　愛宕山の登り口にある山根集落に福来みかんの畑があり、所有者の
方が「実が小さくて数が多いうえ、安価だから収穫はやめよう」とみか
んの木を切る話をしていました。「収穫は自分たちで行うから残してほ
しい」とお願いしたところ、次回の収穫を任せてくださり、「福来みかん
狩り」のような企画もできたら面白いのではとご提案いただきました。
　空き家活用についても早く皆さんに報告、相談できるように企画準
備中です！

プロフィール 島
しまだ

田　奈
な み

実（25歳）埼玉県より移住

地域おこし協力隊とは 　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲
ある人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うも
のです。笠間市では3名の隊員が活動しています。

ブログやフェイスブックも
ご覧ください

ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
facebook▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

「地域おこし協力隊フェア」の様子

　

笠
間
市
が
ん
ば
る
企
業
応
援
連

絡
会
は
、
市
内
の
製
造
業
・
運
送

業
・
卸
売
業
等
を
中
心
と
し
た
企

業
が
加
盟
す
る
団
体
で
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
加
盟
企

業
紹
介
や
、
企
業
活
動
に
関
連
す

る
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
毎
年
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
市
内
で
の
操

業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
2
月
4
日
に

笠
間
市
立
病
院
院
長
を
講
師
に
、

「
働
く
人
の
健
康
管
理
」
と
題
し
て

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
に
併
せ
、
市

か
ら
は
企
業
向
け
の
助
成
制
度
な

ど
の
有
益
な
情
報
を
提
供
し
、
出

席
さ
れ
た
企
業
の
担
当
者
の
方
か

ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
こ
の
連
絡
会

を
通
じ
、
企
業
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

第
7
回 

笠
間
市
が
ん
ば
る
企
業
応
援
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

セミナーの様子

【問合せ】企画政策課企業誘致推進室（内線556）
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3
月
25
日
、
茶
道
裏
千
家
大だ
い
そ
う
し
ょ
う

宗
匠

の
千せ

ん
げ
ん
し
つ

玄
室
前
家
元
に
よ
る
慰
霊
献
茶

式
が
筑
波
海
軍
航
空
隊
跡
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
千
玄
室
さ
ん
は
、
自
ら

も
海
軍
航
空
隊
に
所
属
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
二
度
と
戦
争
が
起
き
な
い

よ
う
願
い
を
込
め
、
茶
道
を
通
し
て

平
和
を
訴
え
る
活
動
を
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

今
年
は
、
１
９
４
５
年
8
月
15
日

に
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
か
ら
、

70
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
ま

す
。
先
の
大
戦
で
は
、
軍
人
と
民
間

人
を
含
め
約
３
１
０
万
人
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
本
土
以
外
で
戦

死
し
た
方
は
２
４
０
万
人
に
上
り
、

南
方
の
島
々
等
に
は
、
い
ま
だ
多
く

の
戦
死
者
の
遺
骨
約
１
１
３
万
柱
が

日
本
に
帰
還
で
き
ず
に
い
ま
す
。
70

年
と
い
う
長
い
年
月
が
経
過
し
て
も
、

解
決
さ
れ
て
い
な
い
戦
後
処
理
の
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

遺
骨
収
集
に
つ
い
て
は
、
昭
和
27

年
度
か
ら
政
府
に
よ
り
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
主
に
南
方
の
激
戦
地
で

命
を
落
と
し
た
兵
士
の
遺
骨
収
集
を

行
い
、
そ
の
後
、
民
間
団
体
に
現
地

調
査
を
委
託
し
て
情
報
収
集
に
力
を

入
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
遺
族
の
心

情
や
残
さ
れ
た
時
間
を
思
う
と
、
収

集
作
業
の
迅
速
化
に
向
け
て
、
急
ぎ

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
70
年
前
を
振
り
返
り
、

多
く
の
国
民
が
何
故
、
戦
地
へ
向
か

う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
今
年
は
太

平
洋
戦
争
の
歴
史
を
見
つ
め
な
が
ら
、

平
和
へ
の
誓
い
を
持
つ
年
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

戦
後
七
十
年

市

長

コ

ラ

ム

▲　慰霊献茶式（筑波海軍航空隊跡地）

国際交流ハイキング
日　　時： 5月23日（土）
 午前11時30分から午後4時
集合場所：笠間稲荷神社　絵馬殿前
コ ー ス：  笠間稲荷神社⇒三瓶神社（昼食は弁当持参

か周辺飲食店で各自）⇒笠間稲荷神社
申込締切： 5月16日（土）
　笠間稲荷神社から三瓶神社（飯田）までのハイキン
グの参加者を募集します。片道約4㎞を1時間で歩き
ます。外国人の方も一緒に参加できます。（雨天中止）
歩きやすい服装と靴で、バッグは肩に掛けるタイプな
ど両手が自由に使えるものでご参加ください。

5月の国際交流情報

☆5月の日本語教室の開講日
　 5月9日㈯・16日㈯・23日㈯
　（友部公民館 午前10時～）

　今月から新しいシリーズ「世界の民話と昔話」を始
めます。4月は「ギリシャの『北風と太陽』」です。さあ、
世界のことを知って交流を始めましょう。

国 ギリシャ
民話／昔話 北風と太陽
ストーリー
　ある日、北風と太陽が力くらべをすることになり、
どちらが旅人の上着を脱がせることができるか、と
勝負しました。
　北風は上着を吹き飛ばしてしまおうと力いっぱい
吹きました。しかし、旅人が上着をしっかりと押さ
えていたので、服を脱がすことができませんでした。
　次は太陽がさんさんと旅人に照りつけました。あ
まりの暑さに旅人は自分から上着を脱いでしまいま
した。勝負は太陽の勝ちでした。
話が伝わった経緯
　元はギリシャ神話の「太陽神アポロンと北風の神ボ
レアスの話」がヨーロッパでイソップ寓話として民衆
の教訓集となり、江戸時代初期に「伊曾保物語」とし
て日本にも伝わりました。 ◀�ドイツ・ラー市に展示される

　絵を描く東小学校5年生
　（写真は3月現在）【問合せ】	一般社団法人	笠間市国際交流協会

	 ℡090-2761-8711（木村	美枝子）
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平
成
20
年
度
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
対
象
と
し
た
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
、
食
事
、
運
動
、
睡
眠
、

嗜
好（
タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
）
な

ど
の
生
活
習
慣
に
起
因
し
ま
す
。
内

臓
脂
肪
蓄
積
か
ら
、
糖
尿
病
や
動
脈

硬
化（
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
な
ど
）

が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
医
者
の
不

養
生
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
私

も
片
足
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
特
定
保
健
指
導
に
よ
く
用
い
ら

れ
る
行
動
変
容
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い

て
、
そ
の
活
用
法
を
考
え
直
し
て
み

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

行
動
変
容
で
は
、
重
要
度
と
自

信
度
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
と
い
う「
脅

威
」、
変
わ
れ
ば
望
ま
し
い
姿
に
な

る
と
い
う「
有
効
性
」
を
認
識
さ
せ

る
こ
と
で
重
要
度
は
上
が
り
ま
す
。

行
動
を
阻
害
す
る「
妨
げ
」
が
な
く
、

行
動
を
促
進
す
る「
支
援
」
が
あ
る

と
感
じ
た
時
に
、
自
信
度
が
上
が
り

ま
す
。
多
く
の
生
活
習
慣
を
変
え
ら

れ
な
い
方
々
は「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る

け
ど
や
め
ら
れ
な
い
」
の
で
あ
り
、

行
動
変
容
の
有
効
性
は
薄
々
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
目
の
前
の
わ
ず
か

な
快
楽
に
お
ぼ
れ
る
あ
ま
り
脅
威
を

軽
視
し
、
妨
げ
を
強
調
し
、
支
援
に

気
づ
か
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
提
案
し
た
い
の
は
、
行

動
に
伴
う
「
脅
威
」「
有
効
性
」「
妨

げ
」「
支
援
」
を
地
図
の
よ
う
に
書

き
出
す
こ
と
で
す
（
マ
イ
ン
ド
マ
ッ

プ
な
ど
を
利
用
）。
個
人
レ
ベ
ル
・

家
族
レ
ベ
ル
・
社
会
（
職
場
・
ご
近

所
）
レ
ベ
ル
に
分
け
る
こ
と
で
整
理

し
や
す
く
な
り
、
足
り
な
い
項
目

を
埋
め
よ
う
と
す
る
と
新
た
な
発

見
も
生
ま
れ
ま
す
。
口
う
る
さ
く

非
難
さ
れ
妨
げ
と
感
じ
て
い
た
こ

と
も
、
真
意
は
支
援
で
あ
る
と
再

認
識
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
寝

る
前
や
夕
食
前
の
空
腹
感
も
脂
肪

を
燃
焼
す
る
合
図
と
認
識
す
れ
ば
、

妨
げ
で
は
な
く
支
援
に
変
わ
り
ま

す
。
筋
肉
痛
も
道
標
の
一
つ
で
す
。

新
た
な
支
援
な
ど
な
く
て
も
俯
瞰

し
て
み
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
行

動
変
容
へ
の
道
は
険
し
く
な
い
の

で
し
ょ
う
。
頭
の
地
図
を
整
理
し

て
、
私
も
行
動
変
容
へ
の
旅
に
出

か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
習
慣
を
改
善
し
た
く
な
る
秘
策

― 

重
要
度
・
自
信
度
を
上
げ
る
行
動
変
容
の
「
地
図
」
―

笠
間
市
立
病
院
　
石い
し
つ
か塚

　
恒つ
ね
お夫

笠
間
の
歴
史
探
訪
23

岩
間
駅
か
ら
西
北
へ
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
下
郷
大
網
地
区
に
、
別
雷
神
社
が
あ
り

ま
す
。
社
殿
は
小
さ
く
、
平
成
二
十
四
年

に
改
築
し
た
木
造
入
母
屋
造
り
で
す
。

祭
神
は
別

わ
け
い
か
ず
ち
の
み
こ
と

雷
命
と
い
っ
て
、
大

お
お
や
ま
く
ひ
の
み
こ
と

山
咋
命

と
玉

た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

依
姫
命
と
の
間
に
誕
生
し
た
神
で

す
。
伊い

ざ

な

ぎ

邪
那
岐
、
伊い

ざ

な

み

邪
那
美
の
神
の
曾
孫

に
あ
た
り
ま
す
。
本
社
は
、
通
称
上か

み
か
も
賀
茂

神
社
と
呼
ば
れ
る
京
都
の
賀
茂
別
雷
神
社

で
す
。
京
都
の
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
、
葵

祭
は
別
雷
の
渡
御
の
祭
り
で
す
。

大
網
の
別
雷
神
社
は
、
江
戸
時
代
の
中

頃
に
五
穀
豊
穣
・
子
孫
繁
栄
・
家
内
安
全

を
願
っ
て
、
農
耕
神
で
あ
る
京
都
上
賀
茂

神
社
の
祭
神
を
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
社
殿
の
脇
に
句
碑
が
あ
り
ま
す
。

地
元
大
網
出
身
の
小
松
崎
爽そ

う
せ
い青
の
句
碑

で
、
丸
み
を
お
び
た
石
で
す
。

　

雀
に
も
訛
が
あ
り
て
暖
か
し

と
刻
し
て
あ
り
、
心
温
ま
る
句
で
す
。

爽
青（
本
名
・
武
男
）
は
、
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
旧
岩
間
町
下
郷
大
網
に
生
ま

れ
、
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）東
京
成
城
中

学
校
を
卒
業
、大
竹
孤
悠
主
宰
の
結
社「
か

び
れ
」に
入
会
し
ま
し
た
。

日
立
製
作
所
に
就
職
し
、
勤
務
の
傍
ら

句
誌
「
か
び
れ
」
の
編
集
に
携
わ
り
ま
し

た
が
、
戦
時
期
に
は
召
集
さ
れ
て
陸
軍
に

入
隊
、
終
戦
後
は
同
社
に
復
職
し
「
か
び

れ
」
を
復
刊
し
ま
し
た
。
後
に
句
誌
「
か

び
れ
」
の
主
宰
を
継
承
し
、
多
く
の
門
人

を
育
て
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、「
か
び
れ
」
と
は
あ
ま
り

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
日
立
市
の

御お
い
わ岩
神
社
境
内
に
賀か

び

れ
毘
禮
神
宮
が
あ
り
ま

す
。今

か
ら
お
よ
そ
千
三
百
年
前
に
編
ま
れ

た『
常
陸
国
風
土
記
』で
は
、「
久
慈
の
郡こ

お
り、

薩さ
と都
の
里
」の
記
事
に
、「
初
め
神
は
里
に

い
た
が
、
神
の
祟た

た

り
が
非
常
に
厳
し
い
も

の
だ
っ
た
為
に
、
人
々
の
願
い
で
神
が
清

く
高
い
山『
賀
毘
禮
の
高
峰
』に
移
り
住
ん

だ
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の「
高
峰
」

が
御
岩
山
と
さ
れ
、
麓
に
は
御
岩
神
社
が

あ
り
、
頂
上
付
近
に「
賀
毘
禮
神
宮
」の
額

を
掲
げ
た
社
が
あ
り
ま
す
。

句
誌
の
名「
か
び
れ
」は
、
こ
の
賀
毘
禮

か
ら
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

御
岩
神
社
の
境
内
に
も
小
松
崎
爽
青
の

句
碑
が
一
基
あ
り
ま
す
。

月
の
夜
の
石
に
か
え
り
し
道
祖
神

と
刻
さ
れ
た
句
碑
で
す
。

い
ず
れ
の
句
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
味
わ

い
の
あ
る
も
の
で
、
詠
者
の
人
柄
が
偲
ば

れ
ま
す
。

地
元
の
里
人
で
な
け
れ
ば
、
訪
れ
る
こ

と
も
な
い
よ
う
な
、
小
さ
な
神
社
の
境
内

に
あ
る
句
碑
、
す
ご
い
宝
物
を
発
見
し
た

よ
う
な
得
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

（
市
史
研
究
員　

松ま
つ
も
と本
兼か

ね
ふ
さ房
）

大だ
い
あ
み綱
の
別

わ
け
い
か
ず
ち
雷
神
社
境
内
の

句
碑

別雷神社の句碑
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エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（2月20日）
【施設の維持管理】
　環境保全事業団より、施設の維持管理に係る資料の提出を求め、その資料に基づき
維持管理状況の報告を受けた。
　施設の維持管理については、国で定めた「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
規則」を遵守し、更に厳しい基準を独自に定めた「エコフロンティアかさまの維持管
理に関する計画」に従い、適正に処理されていた。
　そのなかで、国は煙突から排出される排ガス中のダイオキシン類の濃度が1ng-
TEQ／N㎥以下と定められているが、環境保全事業団では、0.1ng-TEQ／N㎥以下
となるよう独自に厳しい基準を定めており、結果としては1号炉では0.019ng-TEQ
／N㎥、2号炉では0.022ng-TEQ／N㎥であり、基準を大きく下回っていた。

【次回の監視活動】
　施設モニタリング・排ガスの維持管理・浸出水の放流について実施。

4月の納税等

納期限： 4月30日（木）

固　定　資　産　税	（１期分）

介　護　保　険　料	（１期分）

※	納税には、簡単で便利な口
座振替をご利用ください。
　納期限を過ぎると延
滞金が加算されます。
早めの納税をお願いし
ます。

　4月1日、次の方が総務大臣から行政相談委員に
委嘱されました。

磯
いそ

　　靖
やすこ

子さん（稲　田）（再委嘱）
柴
しばた

田　良
りょうこ

子さん（大田町）（再委嘱）
茂
も ろ

呂　　裕
ゆたか

さん（下　郷）（再委嘱）

　行政相談委員は、「めざそう　住みよい　まちづ
くり」をスローガンに、住民の皆さんの身近な相
談相手として、行政に関する相談などを受け付け、
その解決のための活動をしています。
　市では、毎月一回の定例相談所と年に二回の特
設行政相談所を開設しています。毎日の暮らしの
中で、困っていること、悩んでいることなどがあ
りましたら、お気軽にご相談ください。相談は、
無料・秘密厳守です。
特設相談所▶5月27日（水）午後2時～4時
	 市民センターいわま　1階ロビー
定例相談所▶毎月第4水曜日　午後2時～4時
	 友部公民館　1階　相談室
	 ※	ただし、5月は市民センターいわ

まが会場です。

【問合せ】
秘書課（内線226）

総務省茨城行政評価事務所 ℡029（221）3347

　笠間市と隣接する城里町、栃木県の益子町、茂木町の
1市3町が県境を越えて少子化問題に対応するため「縁結
び広域ネットワーク協定」を締結しました。その軸として、
結婚を望む独身男女を成婚へと導くためのWebサイトの
運用を開始しました。
◆結婚を望む独身者
　⇒『婚活希望者』として会員登録
　※	笠間市、城里町、栃木県益子町、茂木町にお住まいか

お勤めの方、または親御さんが4市町にお住まいの20
～40歳未満の方に限ります。

◆ 成婚を支援する人・企業等
　⇒　『婚活サポーター』として登録
◆ 出会いの場を提供する団体等
　⇒　『婚活応援団』として登録

詳しくは、『婚活　ITナビ』で 検索

URL：https://www.ibaraki-tochigi-navi.jp

行政相談委員として
次の方が委嘱されました

婚活支援サイト「ITナビ」はじまる!
～ひとりで悩む婚活から、地域ぐるみで励ます婚活へ～

【問合せ】市民活動課（内線132）

笠間市 城里町

茂木町 益子町
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KASAMA  Information
かさま情報コーナー

案内
災害時のためのストマ装具の保
管登録のご案内
　大きな災害に見舞われたときのため
に、オストメイトの方のストマ装具の
保管登録を行っています。
　個人専用の装具を保管する登録を
行っていただくことで、オストメイト
個人が日常使用している装具の災害時
保管用を市役所内に設置した保管庫で
お預かりすることができます。
　指定の保管庫に、日常使用している
ストマ装具をあらかじめ備蓄すること
により、避難所でも使い慣れた自分の
ストマ装具を装着することができます。
対 象▶市内在住・在学・在勤のオスト
メイト（身体障害者手帳所持者で膀
胱･直腸機能障害の方）

保 管対象▶個人が使用するストマ装具
　おおむね2週間分

保管期間▶1年間
　＊	申請の更新をせず、1年間が経過
したものは処分します。

保管場所▶笠間市役所本所　相談室

※	災害時の対応などの運用の詳細につ
いてはお問い合わせください。

問 社会福祉課（内線154）

「起業家誘致・人材サイクルポー
タルサイト」のご案内
　地域の活性化のためには、地域資源
や恵まれた生活環境を活かして、多く
の魅力ある雇用機会を創出することが
必要であり、新規事業の立ち上げにあ
たっては、即戦力となるマネジメント
人材の確保が必要となります。
　また、首都圏等の企業では、Iターン・
Uターン希望者の増加、社内マネジメ
ント層の増加等により、地方圏で働く
ことを希望する勤務経験が豊富な人材
が増えていると言われています。
　こうした中、総務省では、大都市圏
の勤務経験が豊かな人材を地域企業等
に派遣し、地域の資源を活かした事業
の立ち上げを支援する「起業家誘致・
人材サイクル事業」を推進しており、
求人情報と求職者情報のマッチングを
行うポータルサイトを構築しました。
　エキスパート人材をお求めの中小企
業、新規事業や事業拡大を計画してい

る企業等は、ぜひこのポータルサイト
をご活用ください。
U RL▶https://chiikinogennki.
soumu.go.jp/jinzaicycle/

問 商工観光課（内線510）

募集
広報かさま掲載「グルメイトが
行く！」取材先の募集
　「地産地消＝食べて、かさまを応援。」
をコンセプトに、「笠間グルメイト」が、
地産地消を推進している飲食店および
販売店を取材します。取材を希望する
飲食店および販売店は問い合わせ先ま
でご連絡ください。
取 材対象▶
　・	笠間産農畜産物を数種類使ったメ
ニューを通年で提供していること

　・笠間市内の飲食店および販売店
　・市税を滞納していないこと
取材時期▶平成27年初夏ごろ
申込期限▶5月8日（金）
問 農政課（内線526）

申 は申込み先、 問 は問合せ先です。

　収税課では、収納推進強化の取組みとして、納税についての相談ができ
る休日窓口を引き続き開設します。病気や失業・事業の経営不振など、止
むを得ない理由で納期限内に税金を納めることが困難な方には、生活状況
などを伺わせていただいたうえで、納付計画のアドバイスをしています。

期　日▶	4月26日（日）、5月31日（日）、6月28日（日）、7月26日（日）、
8月30日（日）、9月27日（日）、10月25日（日）、11月29日（日）、
12月27日（日）、平成28年1月31日（日）、2月28日（日）、

　　　　3月27日（日）12日間
時　間▶午前8時30分～正午まで
会　場▶笠間市役所本所　収税課
相談および納付できる税目▶ 市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健

康保険税
持参品▶収入・支出の分かる書類、認印
※課税内容についてのご相談は、事前に各担当課までご相談ください。

　4月1日付で、豊
とよだ

田勝
かつみ

美さん（新任）
が監査委員に選任されました。
任期▶平成27年4月1日から4年間
　監査委員は、人格が高潔で、市の
財務管理や事業の経営管理その他行
政運営に関する識見を有する人およ
び市議会議員の中から選ばれます。
主に、市の財務に関する事務の執
行および市の経営
に係る事業の管理
が、合理的かつ適
正に行われている
か監査します。

休日納税相談窓口のお知らせ 監査委員の紹介

【問合せ】収税課（内線118、119）

平成27年　広報かさま4月号（vol.109）23



日付 行　　　事

1金

あたご山桜まつり（6日まで）
　愛宕山大駐車場
　（（一社）笠間観光協会　℡0296-72-9222）
第34回笠間の陶炎祭（ひまつり）（5日まで）
　笠間芸術の森公園イベント広場
　（笠間焼協同組合　℡0296-73-0058）
第44回笠間つつじまつり（10日まで）
　笠間つつじ公園（商工観光課　内線517）

2土

3日 憲法記念日日曜窓口サービス【市役所本所】　8:30～12:00

4月 みどりの日
5火 こどもの日
6水 振替休日

7木 窓口延長サービス【笠間支所】　17:15～19:30いこいの家「はなさか」休館日

8金
9土

10日
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場
普通救命講習会　9:00～12:00
　市民センターいわま 消本

日曜窓口サービス【市役所本所】　8:30～12:00

11月 いこいの家「はなさか」休館日
12火 窓口延長サービス【岩間支所】　17:15～19:30
13水 窓口延長サービス【市役所本所】　17:15～19:30
14木 窓口延長サービス【笠間支所】　17:15～19:30

15金 地域児童相談　9：30～16：00　岩間保健センター（内線163）※完全予約制

16土

日付 行　　　事

17日 日曜窓口サービス【市役所本所】　8:30～12:00

18月 いこいの家「はなさか」休館日

19火 窓口延長サービス【岩間支所】　17:15～19:30

20水
特設無料人権相談所　10:00～15:00
　友部社会福祉会館 法務

行政書士無料相談会　13:00～16:00　
　笠間市役所本所1階ロビー（秘書課　内線226）
窓口延長サービス【市役所本所】　17:15～19:30

21木 窓口延長サービス【笠間支所】　17:15～19:30

22金

23土

24日 日曜窓口サービス【市役所本所】　8:30～12:00

25月 いこいの家「はなさか」休館日

26火 窓口延長サービス【岩間支所】　17:15～19:30

27水
行政相談　14:00～16:00
　市民センターいわま（秘書課�内線226）
窓口延長サービス【市役所本所】　17:15～19:30

28木 窓口延長サービス【笠間支所】　17:15～19:30

29金

30土

31日
休日納税相談窓口【市役所本所】　8：30～12：00
　（収税課　内線118）
日曜窓口サービス【市役所本所】　8:30～12:00

ともべ保ともべ保育所 0296-77-6105
はいこいの家はなさか 0296-77-5110
笠公笠間公民館 0296-72-2100
友公友部公民館 0296-77-7533
岩公岩間公民館 0299-45-2080
笠保笠間保健センター 0296-72-7711
友保友部保健センター 0296-77-9145
岩保岩間保健センター 0299-45-7888
市セ市民センターいわま 0299-37-6611 
 0296-77-1101
法務水戸地方法務局 029-227-9919
消本笠間市消防本部 0296-73-0119

5月の休日救急診療当番（9：00～17：00）
日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034
4 月 常陸クリニック 0296-78-5911
5 火 神里医院 0296-72-0177
6 水 武藤医院 0296-77-6610

※ 平日夜間19:00～21:00（祝
日を除く）は笠間市立病院
で初期救急診療を行って
います。

※ 当番医は変更になる場合
がありますので、確認の上、
診療を受けてください。

4月11日～20日	 情報「認知症患者さんの在宅看取り」
4月21日～30日	 お話「八田知家・宍戸家政供養の五輪石塔」
5月		1日～10日	 作文「わたしに出来る事」

テレフォンサービス　☎0296-77-9711

電 話 番 号 一 覧

5 月平成27年
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

情報カレンダー

※岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま内10:00～16:00）。祝日は休み。
※�笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10:00～
16:00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9:00～16:00）。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。
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☆としょかん1年生のご案内
　新小学1年生の皆さん、ご入学おめでとうござい
ます。
　笠間市立図書館では、市内の小学1年生を対象に
した「としょかん1年生事業」をおこなっています。
この事業は、新小学1年生に、自分の図書館カード
を作り、「借りたいものを自分で借りる」ことを体験
して、本への興味や世界を広げてほしい、という願
いを込めた事業です。
　入学式で配付された図書館からの「しょうたいじょ
う（招待状）」をお持ちいただいた方には、「としょか
ん1年生パック」をお渡ししています。中身は、オリ
ジナルのしおり等、図書館利用に役立つものが入っ
ていますので、まだ受け取っていない方は、お子さ
んと一緒にお近くの図書館までお越しください。
　また、各図書館では、「としょかん1年生コーナー」
を作り、おすすめの楽しい本をたくさん展示してい
ます。ぜひ、ご家族で図書館にお越しください。

☆雑誌のスポンサーを募集中！
　笠間市立図書館では、「雑誌スポンサー事業」を実施
しています。図書館の雑誌に、広告や地域イベントな
どを掲載し、情報発信ツールとして活用していただけ
ます。
　「雑誌スポンサー」は、図書館の雑誌の中から、ご希
望のものを選び、その年間購読料相当額（平均10,000
円程度）で、雑誌の最新号のカバー表面にスポンサー
名を、裏面全体にお知らせ広告を掲載することができ
ます。
　雑誌は、市内はもちろん、市外の方にも数多くご利
用いただいています。ぜひ、情報発信のツールとして
ご活用ください。

【内容】
広告期間：1年単位
対象雑誌：対象雑誌リストから選択（先着順）
広告場所：市内3つの図書館から選択（先着順）
募集範囲： 個人の方を除く企業、商店、組織、団体等、

詳細は各図書館にお問い合わせください。

■	問		合		せ	■
笠間図書館　☎0296-72-5046
友部図書館　☎0296-78-1200
岩間図書館　☎0299-45-2082

図　

書　

館

各館の行事予定5月

友部図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～）
　5月21日（木）『かくれんぼ』ほか
◆おはなし会（4歳～小学生向け　午前11時～）
　5月  3日（日）『まいごのこいのぼり』ほか〈すみれのWA〉
　5月17日（日）『わたしのワンピース』ほか〈まゆみ朗読会〉
◆名作映画会（午後2時～）
　4月26日（日）『綾小路きみまろ 爆笑！最新ライブ名演集』（62分）
◆	ギャラリー
　◇4月28日（火）～5月10日（日）
　　「手編み作品展示」手編み教室　編

あ む ひ と

夢美人
　◇5月12日（火）～5月24日（日）

　　「水彩風景画」益
ま し こ

子義
よしかず

一
　◇5月26日（火）～6月7日（日）
　　「風景写真展示」友部写友会

笠間図書館
◆おはなし会（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
　5月  1日（金）『どろんこどろんこ！』ほか
　5月15日（金）『とっとことっとこ』ほか

◆おはなし会（4歳～小学生向け　午後2時～）
　5月10日（日）来てのおたのしみ！
　5月17日（日）『ようちえんいやや』ほか〈笠間語り部の会〉
　5月24日（日）『もっかい！』ほか〈箱田エプロン・ママーズ〉
◆上映会（午後2時～）
　5月16日（土）『明日へのチケット』（110分）
◆ギャラリー
　◇5月1日（金）～5月27日（水）
　　「クラフト教室」　山口　真由

岩間図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
　5月  1日（金）『ももんちゃんぴょ～ん』ほか
　＊場所：岩間子育て支援センター「くりのこ」
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
　◇スペシャルおはなし会（午後2時～2時40分）
　　5月10日（日）『ポッケのワンピース』ほか
　◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
　　5月  9日（土）『ねこのぼり』ほか
　　5月23日（土）来てのおたのしみ！

※〈　〉は実施するボランティア名です
※内容は変更になる場合があります

学校で配られる「しょ
うたいじょう」。これ
を持って、図書館にご
来館ください。

としょかん1年生パッ
クの中身。写真は昨年
度のものです。

雑誌コーナー（岩間図書館）

表面 裏面
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代表者／北
きたぬま

沼まゆみ（湯崎）
設　立／平成17年9月
会　員／14人

NPO法人
NPOこすもす

　住み慣れた地域、家でいつまで
も暮らしたいと願う気持ちに寄り
添い、「手助けを必要とする人」と

「手助けができる人」が対等に暮
らしていける地域を作りたい！と
いう思いで20年間。これまでの
道のりには運営の危機が何度もあ
り、設立→解散→再設立と季節の
移り変わりのようでした。北風に
頬を染めて、こぼれる涙を噛みし
めて春を待った頃、志半ばで事故
死してしまった有志に誓った我が
家併用の事務所の開設。苦難の連
続でしたが、熱い心と諦めない信
念で平成24年に事務所を新設し、
事業分野を拡大してきました。平
成27年5月にオープンするたまり
場『茶

ちゃ

・茶
ちゃ

・茶
ちゃ

』はNPO、任意団
体同士の繋がり、研修場所の提
供、カルチャーや伝言板利用で「手
助けを必要とする人」と「手助け
ができる人」との交流の場として、
みんなで集まり、生きがいを発信
していくたまり場です。みなさま
のご指導ご尽力をお願いします。
NPOこすもす　℡0296-73-5541

　平成2年に縁あって茨城の住民に
なり、小料理屋を営みながらボラン
ティア活動をしています。志は高く、
熱い想いをもっていますが、運営は
火の車で困難なものです。最大の課
題は、ニーズの安定提供のために収
益事業を見つけることです。有志6
名でヘルパー資格を習得、平成15年
介護保険事業に参入し、NPOを設立
しました。運営は軌道にのりました
が、需要の多さに体調を崩し、不本
意ながら2年で解散しました。
　しかし、理念を貫くために事業内
容を見直し、平成17年にNPOこす
もすを設立し、翌年には訪問事業所
を開設しました。要介護者障害者の
移送支援や保険外支援のため事業分
野の拡大をしました。平成24年には
念願の通所介護たまり場『デイ茶サー
ビス』、そしてサービス付き住宅に自
宅となる『我が家』を併設した事務所
を湯崎に新設しました。少子高齢化
の進む地域の課題に必要な支援を提
供できる団体を目指し、精進してい
きたいと思います。

水遊び（デイ茶サービス）

消防訓練（『我が家』）

『我が家』の収穫祭

北山公園での紅葉狩り

笠
ふ る さ と

間に生きる人たちシリーズ 104

このコーナーでは、市民の皆さんが自ら
の活動で地域貢献している団体などを
紹介します。掲載を希望する団体は市民
活動課へご連絡ください。

会員のみなさん

代

表
者（北沼まゆみさん

）よ

り

時に利用者
時に協力者として
支え合おう
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常
磐
線
が
よ
う
や
く
東
京
駅
に
乗
り
入

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
上
野
発
の
常
磐
線

は
た
び
た
び
利
用
し
た
が
、
乗
換
が
多
く

不
便
で
あ
っ
た
の
で
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

笠
間
日
動
美
術
館
で
は
、
Ｊ
Ｒ
水
戸
支
社

の
共
催
を
得
て「
絵
画
と
写
真
で
巡
る
大

鉄
道
展
」を
開
催
し
た
。

こ
の
展
覧
会
で
は
二
つ
の
ジ
オ
ラ
マ
を

展
示
し
て
い
る
。
一
つ
は
写
真
家
の
中な

か
い井

精せ
い
や也
さ
ん
が
監
修
し
、ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
株
式
会
社
の
ご
協
力
で
実
現
し
た
巨

大
な
ジ
オ
ラ
マ
で
あ
る
。
笠
間
に
合
わ
せ
、

お
稲
荷
さ
ん
を
作
り
狐
の
面
を
被
っ
た
娘

を
配
置
し
、
参
道
の
商
店
で
買
っ
た
小
さ

な
狐
も
置
い
て
あ
る
。

ま
た
、
桜
が
美
し
い
こ
と
で
有
名
な
笠

間
の
た
め
、
急
遽
桜
の
木
を
設
置
し
た
と

い
う
。
農
作
物
の
生
産
が
全
国
で
も
ト
ッ

プ
の
茨
城
県
ら
し
く
、
畑
も
全
面
に
あ
る
。

そ
の
細
か
い
配
慮
が
素
晴
ら
し
い
。
そ
の

中
を
走
る
レ
ト
ロ
な
電
車
に
、
子
供
も
大

人
も
惹
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。

も
う
一
つ
の
ジ
オ
ラ
マ
は
、
東
京
藝
術

大
学
教
授
の
木き

づ津
文ふ
み
や哉
さ
ん
の
作
品
で
あ

る
。
こ
ち
ら
は
、
虫
眼
鏡
を
使
わ
な
い
と

見
え
な
い
よ
う
な
小
さ
さ
で
あ
る
。
根
気

よ
く
長
年
か
け
て
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
聞
い
て
出
品
を
お
願
い
し
た
。
藝
大
教

授
と
し
て
お
忙
し
い
中
、
ジ
オ
ラ
マ
制
作

は
大
変
だ
と
思
う
が
、
先
生
の
楽
し
み
で

も
あ
っ
た
と
想
像
す
る
。
あ
ま
り
に
も
小

さ
い
の
で
観
る
人
に
わ
か
り
づ
ら
い
だ
ろ

う
と
、
部
分
を
拡
大
し
た
写
真
も
展
示
し

た
。
私
も
そ
れ
を
見
て
、
初
め
て
凄
い
と

思
っ
た
。

こ
の
展
覧
会
か
ら
小
学
生
、
中
学
生
を

無
料
と
し
た
。
鉄
道
を
テ
ー
マ
に
し
た
展

覧
会
は
面
白
い
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
ご
来
館
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

笠
間
日
動
美
術
館　

副
館
長　

長は
せ
が
わ
谷
川
智ち
え
こ
恵
子 中井精也監修ジオラマ

わ
た
し
と
笠
間

「
絵
画
と
写
真
で
巡
る
大
鉄
道
展
」
の
二
つ
の
ジ
オ
ラ
マ

4

　市の観光イベントや県内外の観光キャンペーンで活躍するかさま観光大使の第15代目に、
飯田舞さんと柳橋杏奈さんの2人が選ばれました。
　先輩の第14代目大使2人とともに、平成27年4月から29年3月までの2年間、笠間市の観光
ＰＲを行っていきます。
　皆さん、よろしくお願いします！

飯
い い だ

田　舞
まい

（小美玉市出身） 柳
やなぎばし

橋　杏
あ ん な

奈（笠間市出身）

　1人ひとりとの出会い
を大切にしながら、笠
間市の知名度をさら
に拡大できるよう精
一杯努めていきたい
と思います。

　笠間市出身として、
大好きな笠間市の魅
力を多くの方々に伝
えられるよう、いつ
でも笑顔で元気にが
んばります。

かさま観光大使
としての抱負

かさま観光大使
としての抱負
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かさまぽけっとアドレス http://www.city.kasama.lg.jp/index.php?code=1676　問合せ：子ども福祉課（内線162）
笠間キッズ館アドレス http://kasamacity-kidskan.com/　問合せ：笠間キッズ館	℡0296-77-8340
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みんなでひな祭り

○広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
○市ホームページモバイル版では、行政･災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile.php

人口と世帯数（常住人口3.1現在）	 ▶人　口	77,164人（−33人）　男	37,771人（−23人）　女	39,393人（−10人）
	 ▶世帯数	28,891世帯（＋31世帯）　▶2月の出生数	44人

再生紙を使用しています

あさりと春キャベツのさっと煮

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

材料（４人分）
あさり…………………………400g（殻つき）
春キャベツ……………………1/2個（600g）
にんにく（みじん切り）………………小さじ2
ベーコン（7㎜幅短冊切り）	…………… 40g
　　鶏がらスープの素………… 小さじ1/2

Ａ　水…………………………… 1/2カップ
　　酒…………………………………大さじ3
　　しょう油…………………………小さじ1
黒こしょう…………………………………少々
あさつき………………………………… 20g
作り方
❶�あさりは、塩水につけて砂抜きし、流水で殻をよくこすり、
水洗いしておく。
❷キャベツは、大きめのザク切りにする。
❸�鍋にあさりを入れて、Ａとにんにくを加える。その上に②
のキャベツとベーコンをのせ、蓋をする。
❹�❸を強火にかけ、沸騰したら弱火にし、5～6分間煮る。あ
さりの口が開いたら、キャベツには完全に火を通さずに、
シャキシャキの状態で火を止める。
❺�器に盛り、黒こしょうをかける。

かさま

栄養成分（1人分） エネルギー85kcal、たんぱく質5.7g、脂質4.3g、
塩分1.3g

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差
し上げます。このコーナーや広報紙への感想等
を添えて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、秘書課まで、はがき（持
参可）でお申し込みください。
※当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

笠間焼うつわ
プレゼント

4月号締め切り：4月30日㈭必着
【笠間焼の提供】宮

みやもと

本　純
じゅんや

也
（常陸大宮市）

サイズ：約19㎝×19㎝

食事バランスガイド

主食（ごはん、パン、麺） 0

副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理） 2sv

主菜（肉、魚、卵、大豆料理） 1sv

牛乳・乳製品 0

果物 0

詳しくは 食事バランスガイド 検索

　「お父さん、二人いますね。」と、突然の発表。うちに

は二卵性の双子がいます。長男4歳、長女0歳、次男0歳の子ども

三人。双子は幸せ2倍といいますが、大変さも2倍。うれしい気持

ちはありましたが、不安もありました。お腹にいる時も休息が大事。

妻に負担をかけまいと、時は忙しく過ぎていきました。

　そんな不安も消し飛ぶぐらい元気に産まれ、妻も無事に帰って

来ました。帰って来てからも大変で、私は育児休暇を取っていた

のですが、それでも追いつかず寝不足の日々。今では、その生活

にも慣れ、可愛さ3倍で妻と笑顔で成長を見守る日々。

　子どもの成長は早いものです。一秒一時を大切に子育てに励む

毎日なのです。

新米パパのイクメン日記

菅
すがはら

原　秀
ひでゆき

行

笠間市ヘルスリーダーの会が紹介する
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